
大
志
を
胸
に
抱
き
、
ま
っ
す
ぐ
に

─

　

16
・
17
㌻
に
掲
載
し
た
奥
中

山
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
大
会
。
地
域
の
ス
タ
ッ
フ

の
が
ん
ば
り
を
伝
え
た
い
と
大

会
前
の
準
備
か
ら
何
度
か
会
場

に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
準
備

の
写
真
を
一
枚
し
か
掲
載
で
き

ず
、
こ
こ
に
も
う
一
枚
載
せ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
▼
大
会

で
は
「
が
ん

ば
」
と
記
録

を
と
り
な
が

ら
選
手
を
励

ま
す
女
性
ス

タ
ッ
フ
の
姿

が
本
当
に
す
て
き
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
▼
表
紙
の
鳥
海
中
生
徒

と
は
「
外
で
色
紙
を
持
っ
て
エ

グ
ザ
イ
○
は
ど
う
？
」
と
相
談
。

行
事
の
都
合
上
、
本
当
に
短
い

時
間
で
し
た
が
協
力
的
で
、
輝

く
表
情
が
印
象
的
、
こ
ち
ら
も

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
▼
い

よ
い
よ
三
月
。
春
も
そ
こ
ま
で

来
て
い
ま
す
。
楽
し
い
新
生
活

へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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県
立
一
戸
高
等
学
校︵
清
水
輝
男
校
長
、

生
徒
数
三
百
五
十
五
人
︶で
は
三
月
一
日
、

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
は

文
化
デ
ザ
イ
ン
系
列
の
二
年
生
に
よ
る
手

づ
く
り
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
胸
に
付
け
て
、

晴
れ
や
か
な
表
情
で
入
場
し
ま
し
た
。

　

清
水
校
長
は
式
辞
で
「『
挑
戦
す
る
心

を
忘
れ
る
な
か
れ
』
と
い
う
言
葉
を
贈
り

ま
す
。
挑
戦
に
は
必
ず
苦
難
が
伴
い
ま
す

が
、
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
必
要
な
も

の
を
得
る
た
め
に
、
行
動
に
移
せ
る
大
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉

を
送
り
ま
し
た
。
卒
業
生
は
喜
び
と
自
信

に
満
ち
た
表
情
で
一
人
ず
つ
清
水
校
長
か

ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
代
表
と
し
て
小
野
寺
玲
香
さ
ん

が
卒
業
生
に
「
先
輩
た
ち
は
わ
た
し
た
ち

に
と
っ
て
あ
こ
が
れ
の
存
在
。
明
る
い
未

来
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
送
辞
を
述
べ
、
卒
業
生
は
と
も
に

過
ご
し
た
先
生
や
保
護
者
、
後
輩
と
校
歌

を
斉
唱
し
て
、学
び
舎や

を
巣
立
ち
ま
し
た
。

希
望
と
感
謝
を
胸
に

今
、
巣
立
ち
の
と
き

県
立
一
戸
高
等
学
校
卒
業
式
挙
行

▶卒業生の舘野渉吾さん㊧は「とても充実し
た 3 年間でした」、西井緑彩さん㊨は「感動し
ました。みんなに『ありがとう』と伝えたい
です」と笑顔で学校生活を振り返りました。

㊧卒業生たちは感慨深く、充実した表情で校
歌を歌いました。㊨皆勤賞は 12 人。代表し
て林野友紀さんが表彰を受け、清水校長は「よ
くがんばりました」と声を掛けました。

﹁
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
﹂。

成
長
し
た
笑
顔
が
花
咲
き
、

百
三
十
五
通
り
の
道
へ
。

「ありがとうございました」。大きな声で感謝の気持ちを伝え、清水輝男校長から卒業証書を受け取る圃田啓祐さん。

地　 産

地 　笑For Smile

い ち の へ の

︽
特
集
︾
命
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

飲
酒
運
転
白
書
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に
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で
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卒
業
証
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を
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取
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ま
し
た
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在
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玲
香
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が
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に
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先
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ち
は
わ
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た
ち

に
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あ
こ
が
れ
の
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在
。
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る
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や
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後
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と
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て
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。
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を
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今
、
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き
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学
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行

▶卒業生の舘野渉吾さん㊧は「とても充実し
た 3 年間でした」、西井緑彩さん㊨は「感動し
ました。みんなに『ありがとう』と伝えたい
です」と笑顔で学校生活を振り返りました。

㊧卒業生たちは感慨深く、充実した表情で校
歌を歌いました。㊨皆勤賞は 12 人。代表し
て林野友紀さんが表彰を受け、清水校長は「よ
くがんばりました」と声を掛けました。

﹁
あ
り
が
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う
ご
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い
ま
し
た
﹂。

成
長
し
た
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き
、
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大
き
な
足
跡
、

活
躍
を
た
た
え

芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
活
躍
し
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る
平
成

二
十
一
年
度
一
戸
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
り
︑
三
月

三
日
︑
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

表
彰
式
で
は
︑
平
成
二
十
一
年
度
一
戸
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
表
彰
式

も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
︒
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
受
賞
者
︵
団
体

と
個
人
︶
と
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

平
成
二
十
一
年
度
一
戸
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

喜びの表情のスポーツ賞受賞者と総合スポーツ大会優勝チームの皆さん 　賞状を手にする文化賞受賞者の皆さん

スポーツ賞受賞の柴田爽さん

文
化
賞

☆
功
績
賞

古
舘　

芽
衣　

(

一
戸
南
小
学
校
4
年)

全
国
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
第

8
回
全
国
標
語
コ
ン
ク
ー
ル　

全
国
内

水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞

滝
澤　

舞　

(

小
鳥
谷
小
学
校
6
年)

第
42
回
岩
手
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

優
秀
賞

東
山　

慧
美　

(

鳥
海
中
学
校
3
年)

第
55
回
青
少
年
読
書
感
想
文
岩
手
県
コ

ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
賞

大
畑　

太
右
衛
門　

県
民
文
芸
作
品
集　

第
40
集　

小
説
部

門　

芸
術
祭
賞

中
村　

宏

ビ
ヴ
ロ
ス
ト
〜
通
巻
10
号
特
別
記
念
号

　

国
際
芸
術
名
誉
賞

一
戸
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

第
38
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン

ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会　

優
秀
賞
／

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
第

30
回
岩
手
県
大
会
小
学
校
の
部　

管
打

楽
器
八
重
奏　

金
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

☆
特
別
奨
励
賞

西
舘　

勇
陽　

(

一
戸
南
小
学
校
2
年)

第
24
回
ベ
ル
カ
ッ
プ
・
Ｓ
＆
Ｂ
ち
び
っ

こ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
岩
手
大
会　

2
年
連

続
優
勝

西
舘　

大
輝　

(

一
戸
南
小
学
校
6
年)

第
24
回
ベ
ル
カ
ッ
プ
・
Ｓ
＆
Ｂ
ち
び
っ

こ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
岩
手
県
大
会　

3
年

連
続
優
勝

☆
特
別
功
績
賞

西
舘　

敦　

(

奥
中
山
中
学
校
出
身)

岩
手
県
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手

権
大
会　

一
〇
〇
㍍　

二
〇
〇
㍍　

四
〇
〇
㍍　

優
勝

東
北
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大

会　

四
〇
〇
㍍　
　

日
本
新
記
録
樹
立

☆
優
秀
指
導
者
賞

関
口　

清
治　

(

盛
岡
大
学
附
属
高
等

学
校
硬
式
野
球
部
監
督　

奥
中
山
中
学

校
出
身)

　

奥
中
山
中
学
校
在
学
中
は
野
球
部
主

力
と
し
て
活
躍
。
平
成
4
年
の
県
中
学

校
野
球
大
会
で
優
勝
す
る
。
そ
の
後
、

盛
岡
大
学
附
属
高
等
学
校
に
進
み
、
平

成
7
年
夏
の
県
大
会
で
優
勝
し
、
甲
子

園
に
出
場
。
平
成
12
年
か
ら
同
校
野
球

部
コ
ー
チ
と
な
り
、平
成
17
年
に
部
長
、

平
成
20
年
に
監
督
に
就
任
し
、
卓
越
し

た
技
術
と
熱
心
な
指
導
力
で
今
春
の
選

抜
大
会
の
出
場
を
果
た
す
。

久
保　

優
寿　

(

奥
中
山
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
奥
中
山
中
学
校
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
部
コ
ー
チ
、
奥
中
山
中
学

校
特
設
陸
上
部
コ
ー
チ　

奥
中
山
中
学

校
出
身)

　

昭
和
61
年
か
ら
現
在
ま
で
奥
中
山
高

原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
奥
中
山
中
学
校

で
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
奥
中

山
中
学
校
の
特
設
陸
上
部
の
コ
ー
チ
と

し
て
長
年
指
導
す
る
。

　

陸
上
部
で
は
、
岩
手
県
の
代
表
と
し

て
全
国
大
会
に
2
度
出
場
す
る
な
ど
各

種
大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
で
も
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
か
ら
中
学
校
ま
で
一
貫
し
て
指

導
し
、
県
大
会
、
東
北
大
会
、
全
国
大

会
で
数
々
の
入
賞
者
を
輩
出
し
て
い

る
。岩
手
県
の
代
表
コ
ー
チ
も
務
め
る
。

☆
奨
励
賞

高
田　

莉
子　

(

奥
中
山
小
学
校
4
年)

第
24
回
ベ
ル
カ
ッ
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・
Ｓ
＆
Ｂ
ち
び
っ

こ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
岩
手
県
大
会　

優
勝

菅
原　

華
奈　

(

奥
中
山
小
学
校
5
年)

第
4
回
全
国
小
学
校
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

大
会　

出
場

柴
田　

爽　

(

一
戸
南
小
学
校
5
年)

第
4
回
全
国
小
学
校
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

大
会　

出
場

駒
木　

智
成　

(

奥
中
山
小
学
校
6
年)

第
4
回
全
国
小
学
校
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

大
会　

出
場

柴
田　

大
一　

(

一
戸
中
学
校
3
年)

第
47
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ア
ル

ペ
ン
競
技
男
子
Ｇ
Ｓ
・
Ｓ
Ｌ　

出
場

上
村　

果　

(

奥
中
山
中
学
校
3
年)

第
47
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ア
ル

ペ
ン
競
技
女
子
Ｇ
Ｓ
・
Ｓ
Ｌ　

出
場

高
橋　

慶
子　

(

奥
中
山
中
学
校
2
年)

第
47
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技　

女
子
3
㌔
ク
ラ

シ
カ
ル　

出
場
／
第
47
回
全
国
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

　

女
子
3
㌔
フ
リ
ー　

出
場

中
嶌　

雅　

(

奥
中
山
中
学
校
2
年)

第
47
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技　

女
子
3
㌔
ク
ラ

シ
カ
ル　

出
場
／
第
47
回
全
国
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

　

女
子
3
㌔
フ
リ
ー　

出
場

前
野　

佳
那　

(

奥
中
山
中
学
校
3
年)

第
47
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技　

女
子
3
㌔
ク
ラ

シ
カ
ル　

出
場
／
第
47
回
全
国
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

　

女
子
3
㌔
フ
リ
ー　

出
場
／
第
47
回

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技　

女
子
リ
レ
ー(

第
2
走)

　

4
位
入
賞
／
第
65
回
く
し
ろ
サ
ッ
ポ

ロ
氷
雪
国
体
ス
キ
ー
競
技
大
会
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
少
年
女
子　

出
場

上
山　

涼　

(

奥
中
山
中
学
校
2
年)

第
47
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技　

男
子
5
㌔
ク
ラ

シ
カ
ル　

出
場

荒
屋
敷　

舞　

(

福
岡
高
等
学
校
3
年
・

一
戸
中
学
校
出
身)

第
27
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

　

出
場

釜
石　

紗
津
希　

(

福
岡
高
等
学
校
3

年
・
奥
中
山
中
学
校
出
身)

第
27
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

　

出
場

女
鹿
口　

幸
成　

(

盛
岡
商
業
高
等
学

校
2
年
・
奥
中
山
中
学
校
出
身)

第
64
回
国
民
体
育
大
会
弓
道
競
技　

遠

的
4
位　

近
的
6
位

戸
舘　

希
恵　

(

盛
岡
女
子
高
等
学
校

1
年
・
一
戸
中
学
校
出
身)

平
成
21
年
第
57
回
岩
手
県
高
等
学
校
新

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
優
勝　

優
秀
選

手
賞

中
嶌　

愛
実　

(

盛
岡
南
高
等
学
校
1

年
・
奥
中
山
中
学
校
出
身)

第
59
回
岩
手
県
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー(

コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン)

高
校
女
子　

優
勝

高
見　

政
利　

(

盛
岡
南
高
等
学
校
3

年
・
一
戸
中
学
校
出
身)

平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
二
〇
〇
九
近
畿
ま
ほ
ろ
ば
総
体
全

国
高
等
学
校

体
操
競
技
選
手
権
大
会　

出
場

舘
下　

望
海　

(

盛
岡
大
学
附
属
高
等

学
校
1
年
・
一
戸
中
学
校
出
身)

第
82
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会　

出
場

鈴
木　

翔
太　

(
盛
岡
大
学
附
属
高
等

学
校
2
年
・
一
戸
中
学
校
出
身)

第
82
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会　

出
場

小
鳥
谷
五
月
館
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
44
回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会　

　

出
場

奥
中
山
中
学
校

第
46
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技　

女
子
リ
レ
ー　

3
位

☆
功
績
賞

一
戸
ク
ラ
ブ

第
61
回
岩
手
県
民
体
育
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
町
村
の
部　

優
勝

平
成
21
年
度
一
戸
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

☆
年
間
総
合
成
績

第
1
位　

中
山
西
チ
ー
ム

　

〃　
　

駅
前･

諏
訪
野
チ
ー
ム

▼町総合スポーツ大会の記念楯
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→涼香ちゃんが事故当時、背負っていたランドセル。大人の力でも、　
　外すことのできない金具が外れ、事故の衝撃の大きさを物語ります。

─
そ
れ
か
ら
五
分
後
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
悲
劇
が
起
き
ま
し
た
。

涼
香
ち
ゃ
ん
の
命
を
奪
っ
た
凶
器
は
、「
飲
酒
運
転
」。

自
分
の
命
よ
り
も
大
切
な
家
族
の
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

「
《
特
集
》

飲
酒
運
転
白
書
」
で
は
理
不
尽
に
奪
わ
れ
た
命
の
重
み
な
ど

飲
酒
運
転
が
生
み
出
す
あ
り
の
ま
ま
の
姿
な
ど
か
ら
、

飲
酒
運
転
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

涼
香
ち
ゃ
ん
の
命
は
今
、
わ
た
し
た
ち
に
何
を
伝
え
る
の
で
し
ょ
う
。

待
ち
望
ん
だ
娘
の
誕
生

ず
っ
と
続
く
と
信
じ
て
い
た
幸
せ

　

平
成
五
年
五
月
十
九
日
、
二
戸
市

に
住
む
大
崎
さ
ん
の
家
族
に
、
三
、

二
二
八
㌘
の
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
産
声

を
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
子
の
名
前
は
、
大
崎
涼
香
ち
ゃ

ん
。
待
ち
望
ん
だ
娘
の
誕
生
に
お
母
さ

ん
の
礼
子
さ
ん
は
、
涼
風
の
よ
う
に
み

ん
な
を
幸
せ
で
包
ん
で
ほ
し
い
と
「
涼

香
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
か
わ
い
い
妹

の
誕
生
に
兄
の
航
君
、
佑
輝
君
も
大
喜

び
で
す
。

　

大
崎
さ
ん
家
族
の
両
親
は
共
働
き
の

た
め
、
帰
宅
が
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
休
日
は
い
つ
も
一
緒
。
公

園
で
遊
ん
だ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け

た
り
。
兄
妹
三
人
も
仲
良
く
、
す
く
す

く
と
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
な
が
ら
、

礼
子
さ
ん
は
幸
せ
な
日
々
が
続
く
こ
と

を
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
朝 

そ
し
て
、
最
後
の
温
も
り

　

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日
、
晴

れ
。
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
朝
。
大
崎

さ
ん
の
兄
妹
は
、
い
つ
も
ど
お
り
起
き

て
、
ご
飯
を
食
べ
、
登
校
で
す
。
登
校

班
の
子
ど
も
た
ち
が
自
宅
の
前
に
集
ま

り
、
礼
子
さ
ん
は
見
送
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
た
時
、
白
鳥

の
群
れ
が
頭
上
の
大
空
を
舞
っ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
礼
子
さ
ん
も
空

を
飛
ぶ
白
鳥
を
見
た
の
は
、
初
め
て
。

み
ん
な
、目
を
丸
く
し
て
大
喜
び
で
す
。

　

登
校
前
、
涼
香
ち
ゃ
ん
は
「
お
母
さ

ん
、
く
つ
が
足
に
当
た
っ
て
痛
い
」
と

話
し
、
礼
子
さ
ん
は
玄
関
で
く
つ
を
脱

が
せ
、
く
つ
の
へ
こ
み
を
直
し
て
い
る

間
、
涼
香
ち
ゃ
ん
は
礼
子
さ
ん
の
肩
に

手
を
乗
せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
涼
香
ち
ゃ

ん
の
最
後
の
温
も
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
崎
さ
ん
の
三
人
兄
妹
を
含
む
九
人

の
集
団
登
校
班
は
元
気
に
出
発
。
班
長

を
務
め
る
小
学
六
年
の
長
兄
・
航
君

は
先
頭
。
一
年
生
の
涼
香
ち
ゃ
ん
は

そ
の
後
ろ
、
小
学
四
年
生
の
佑
輝
君

は
後
ろ
か
ら
二
番
目
で
す
。「
行
っ
て

き
ま
ー
す
」。
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
涼
香
ち
ゃ
ん
が
と
び
き
り
の
笑

顔
で
手
を
振
り
、
礼
子
さ
ん
は
「
行
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
見
送
り
ま
し
た
。

起
き
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
… 

飲
酒
運
転
の
車
が
小
学
生
の
列
へ

　

─
出
発
か
ら
五
分
後
、
悲
劇
が
襲
い

ま
し
た
。
対
向
車
線
の
飲
酒
運
転
の
軽

ト
ラ
ッ
ク
が
斜
め
前
か
ら
猛
然
と
加
速

し
な
が
ら
、登
校
班
に
突
っ
込
み
、次
々

と
子
ど
も
た
ち
を
な
ぎ
倒
し
な
が
ら
、

駐
車
し
て
い
た
車
に
子
ど
も
た
ち
を
は

さ
む
よ
う
な
形
で
止
ま
り
ま
し
た
。

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
は
先
頭
の
長
兄
・
航
君

を
か
す
め
、
そ
の
後
ろ
の
涼
香
ち
ゃ
ん

を
直
撃
。
次
兄
の
佑
輝
君
は
、
事
故
の

瞬
間
の
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
覚
え
て

《
特
集
》　

飲
酒
運
転
白
書  
「
命
」の
た
め
に
で
き
る
こ
と

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日
、

晴
れ
上
が
っ
た
朝
、
大
空
を
白
鳥
が
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
見
る
光
景
に
、
み
ん
な
で
喜
ん
だ
家
族
。

そ
の
真
ん
中
に
は
、
二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
女
の
子
、

大
崎
涼
香
ち
ゃ
ん
（
当
時
七
歳
）
の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

平
凡
な
幸
せ
に
包
ま
れ
、
い
つ
も
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
朝
。

「
行
っ
て
き
ま
す
」
と
笑
顔
で
元
気
に
手
を
振
り
ま
し
た
。

も
し
、自
分
の
命
が
代
わ
れ
る
の
な
ら
…

二
戸
市
で
起
き
た
痛
ま
し
い
飲
酒
運
転
事
故
か
ら
十
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
事
故
で
自
分
の
命
よ
り
も
大
切
な
、
限
り
な
い
可
能
性
を
持
つ
娘
の

命
を
奪
わ
れ
た
大
崎
礼
子
さ
ん
。
礼
子
さ
ん
か
ら
当
時
、
そ
し
て
今
の
心
境
を

お
聞
き
し
、
残
さ
れ
た
大
き
な
つ
め
跡
か
ら
、
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

大崎涼香ちゃん（享年 7 歳）
　平成 12 年 11 月 28 日、二戸市の県道で集団登校中の小学生の列に近所の男性（当時 63 歳）
の軽トラックが突っ込み、大崎涼香ちゃんら２人が死亡、6 人が重軽傷を負った。男性からは
呼気 1㍑あたり 0.25㎎ /ℓのアルコール分が検出された。男性は業務上過失致傷罪と道交法違
反（酒気帯び運転）の罪で懲役 4 年（求刑懲役 5 年）の判決を受けた。涼香ちゃんの遺族は男
性に対しても損害賠償訴訟を起こし、判決は兄 2 人についても慰謝料計 300 万円を認めた。
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い
る
の
は
、
白
い
鉄
の
か
た
ま
り
が
目

の
前
に
迫
っ
て
き
た
と
こ
ろ
ま
で
。
次

の
瞬
間
に
は
、
前
方
で
倒
れ
て
い
る
涼

香
ち
ゃ
ん
が
そ
の
目
に
映
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
け
が
も
か
え
り
み
ず
、
駆
け

寄
る
と
直
撃
を
受
け
た
涼
香
ち
ゃ
ん
の

あ
ご
の
関
節
は
外
れ
、
口
の
中
に
は
折

れ
た
白
い
歯
が
た
く
さ
ん
見
え
ま
す
。

小
さ
な
体
か
ら
は
た
く
さ
ん
出
血
し
、

側
溝
へ
と
流
れ
落
ち
て
い
き
ま
す
。

　

佑
輝
君
は
涼
香
ち
ゃ
ん
を
抱
き
、「
涼

香
、
涼
香
」
と
何
度
も
名
前
を
呼
び
ま

し
た
。
し
か
し
、涼
香
ち
ゃ
ん
の
体
は
、

足
が
ピ
ク
ッ
と
動
き
、
つ
ば
を
飲
み
込

む
よ
う
に
の
ど
を
動
か
す
と
、
も
う
動

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
ど
う
し
て
う
ち
の
娘
が
…
」 

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
現
実

　
「
大
変
だ
。
娘
さ
ん
が
事
故
に
遭
っ

て
大
変
だ
」
近
所
の
人
が
、
息
を
切
ら

し
、
礼
子
さ
ん
の
家
に
飛
び
込
ん
で
知

ら
せ
ま
し
た
。

　

礼
子
さ
ん
は
自
分
の
中
で
何
か
重
大

な
こ
と
が
起
き
て
い
る
と
直
感
的
に
感

じ
ま
し
た
。「
も
し
か
し
た
ら
娘
が
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
」
と
不
安
が
走

り
ま
す
。
急
い
で
現
場
に
車
を
走
ら
せ

る
も
の
の
、
道
は
事
故
で
渋
滞
。
車
を

乗
り
捨
て
、
赤
い
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
が
見

え
る
現
場
を
目
指
し
て
走
り
ま
し
た
。

　

現
場
に
着
く
と
恐
怖
と
け
が
で
、
泣

き
じ
ゃ
く
る
子
ど
も
た
ち
。「
涼
香
ち
ゃ

ん
は
救
急
車
で
運
ば
れ
た
」
礼
子
さ
ん

は
誰
か
の
声
を
聞
き
、
ま
す
ま
す
不
安

が
広
が
り
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど

の
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

す
ぐ
に
け
が
を
し
た
航
君
、
佑
輝
君

と
と
も
に
救
急
車
で
涼
香
ち
ゃ
ん
が
待

つ
病
院
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

救
急
室
で
は
、
涼
香
ち
ゃ
ん
が
真
っ

青
な
顔
を
し
て
い
て
横
た
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
呼
ん
で
も
、
ピ
ク
リ
と
も
動
き

ま
せ
ん
。「『
ど
う
し
て
う
ち
の
娘
が
…
』

と
い
う
気
持
ち
と
目
の
前
に
突
き
つ
け

ら
れ
た
現
実
に
お
び
え
、
娘
に
近
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
後
か
ら
思
え

ば
、
娘
の
近
く
に
い
て
や
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
今
で
も
深
く
後
悔
と
し
て
残
っ

て
い
ま
す
。
怖
く
て
寂
し
か
っ
た
ろ
う

に
、
周
囲
を
振
り
払
っ
て
で
も
、
せ
め

て
自
分
の
胸
の
中
で
眠
ら
せ
た
か
っ

た
」と
礼
子
さ
ん
は
唇
を
震
わ
せ
ま
す
。

　

礼
子
さ
ん
は
処
置
を
待
っ
て
い
る

間
、
不
安
と
恐
怖
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ

う
に
な
り
、
周
囲
も
目
に
入
ら
ず
、
気

が
狂
っ
た
よ
う
に
泣
き
わ
め
き
ま
し

た
。
医
師
や
看
護
師
に
聞
い
て
も
「
今

処
置
し
て
い
ま
す
」
の
一
言
だ
け
。

　

そ
れ
か
ら
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が

経
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
医
師
か
ら
話
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
面
会
す
る
と
「
助

か
る
見
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

言
葉
。
す
が
る
思
い
で
「
１
％
も
な
い

の
で
す
か
」
と
聞
き
返
し
て
も
「
１
％

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ぼ
即
死
だ
っ
た
で

し
ょ
う
」
と
い
う
返
事
で
し
た
。
現
実

と
分
か
り
な
が
ら
受
け
入
れ
ず
、
と
て

も
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
気
持
ち
で
生

き
る
気
力
、
意
味
を
見
失
い
ま
し
た
。

　

娘
が
処
置
さ
れ
て
い
る
部
屋
へ
通
さ

れ
、
長
い
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
さ
れ
た
涼

香
ち
ゃ
ん
に
医
師
が
馬
乗
り
に
な
り
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
や
が
て
、
手
を
止
め
、
チ
ュ
ー
ブ

が
外
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
っ
と
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
娘
の

体
。
さ
っ
き
ま
で
涼
香
ち
ゃ
ん
の
温
も

り
が
残
っ
て
い
た
礼
子
さ
ん
に
は
、
も

う
冷
た
く
な
っ
た
体
を
抱
き
し
め
る
こ

と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

霊
安
室
に
移
り
、
再
度
涼
香
ち
ゃ
ん

と
対
面
す
る
と
、
涼
香
ち
ゃ
ん
の
顔
の

右
半
分
は
時
間
を
経
て
、あ
ざ
と
な
り
、

青
黒
く
変
色
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
右
前
方
か
ら
の
突
っ

込
ん
だ
飲
酒
運
転
の
車
両
。
想
像
を
絶

す
る
強
い
衝
撃
と
恐
怖
を
そ
の
小
さ
な

体
に
受
け
止
め
た
涼
香
ち
ゃ
ん
と
無
言

の
帰
宅
を
し
ま
し
た
。

自
分
を
責
め
る
二
人
の
兄 

悲
し
い
事
故
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う

　

事
故
に
遭
い
、
妹
が
息
を
引
き
取
る

の
を
見
届
け
た
二
人
の
兄
、
航
君
と
佑

輝
君
。

　

事
故
後
、
航
君
は
「
ぼ
く
が
車
を
よ

け
た
か
ら
、
後
ろ
に
い
た
涼
香
が
ひ
か

れ
て
し
ま
っ
た
」
と
、
佑
輝
君
は
「
事

故
前
に
記
憶
が
な
く
な
ら
な
け
れ
ば
、

車
に
気
付
い
て
涼
香
の
手
を
引
い
て
、

助
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な

い
」
と
何
度
も
自
分
を
責
め
ま
し
た
。

　
「
本
当
で
あ
れ
ば
、
惨
劇
を
目
の
当

た
り
に
し
た
幼
い
航
と
佑
輝
の
こ
と
を

考
え
て
、
抱
き
し
め
て
優
し
く
包
ん
で

あ
げ
ら
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
わ
た
し
も
娘
を

亡
く
し
、
失
っ
た
悲
し
み
が
と
て
つ
も

な
く
大
き
く
て
、
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ

の
悲
し
み
を
背
負
う
だ
け
で
精
一
杯
で

し
た
」
と
唇
を
震
わ
せ
る
礼
子
さ
ん
。

　
「
わ
た
し
た
ち
の
家
族
が
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
た
の
は
、
偶
然
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
飲
酒
運
転
は
決
し

て
偶
然
に
起
き
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
礼
子
さ
ん
は
訴
え
ま
す
。

　

涼
香
ち
ゃ
ん
の
無
念
の
死
を
、
何
か

に
生
か
し
て
い
か
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

娘
が
亡
く
な
っ
た
現
実
も
忘
れ
て
ほ
し

く
な
い
。
二
度
と
悲
し
い
事
故
を
繰
り

返
し
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
思
い
で
、

同
じ
境
遇
の
方
と
手
を
取
り
合
い
、
飲

酒
運
転
の
厳
罰
化
に
向
け
て
署
名
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
思
い
を
遂
げ
る
た
め
、
飲
酒
運

転
だ
け
で
な
く
、
命
の
重
み
を
伝
え
る

講
演
な
ど
に
も
出
席
し
ま
す
。

　
「
大
変
な
時
ほ
ど
聞
こ
え
る
ん
で
す
。

『
が
ん
ば
っ
て
ね
、
大
丈
夫
』
と
い
う

涼
香
の
声
が
」
涼
香
ち
ゃ
ん
は
、

大
好
き
な
お
母
さ
ん
の
心
の
中

で
温
か
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
が
残
し
た
も
の 

涼
香
ち
ゃ
ん
が
残
し
た
も
の

　

涼
香
ち
ゃ
ん
が
飲
酒
運
転
に

よ
る
事
故
に
遭
わ
な
け
れ
ば
、

今
は
高
校
一
年
生
。
娘
の
同
級

生
に
会
う
と
「
涼
香
が
生
き
て

い
た
ら
、
ど
ん
な
服
を
着
て
、

ど
う
話
し
、
ど
ん
な
ふ
う
に
生

き
て
い
た
ん
だ
ろ
う
」
と
礼
子

さ
ん
は
ど
う
し
て
も
考
え
ま
す
。

　

誕
生
日
を
迎
え
た
時
、
お
い

し
い
ご
は
ん
が
で
き
た
時
、
日

常
の
折
々
で
「
涼
香
ち
ゃ
ん
に

無
性
に
逢
い
た
く
な
り
ま
す
ね
」
と
遠

い
目
で
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
涼
香
も
も
っ
と
も
っ
と
生
き
た

か
っ
た
ろ
う
し
、
も
し
こ
の
命
と
代
わ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
命
の
ほ
と
ん
ど
を

差
し
出
し
た
い
と
今
で
も
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
残
り
の
ほ
ん
の
少
し
の
命
で

も
い
い
か
ら
、
一
緒
に
生
き
た
か
っ
た

で
す
ね
」
と
唇
を
か
み
締
め
ま
す
。

　

こ
の
飲
酒
運
転
に
か
か
わ
る
す
べ
て

の
人
が
苦
し
さ
、
悲
し
さ
、
悔
し
さ
、

辛
さ
、
憎
し
み
を
じ
っ
と
今
も
抱
え
て

生
き
て
い
ま
す
。

　

今
も
大
崎
家
の
表
札
に
は
、
涼
香

ち
ゃ
ん
の
名
前
が
記
さ
れ
、
涼
香
ち
ゃ

ん
の
食
事
が
食
卓
に
並
び
ま
す
。

受け止めてください

飲酒運転の現実を。

↑冬が大好きだった涼香ちゃん、「来年の冬も楽しみ」という思いもか
　なうことはありませんでした。事故直後のクリスマスで兄の佑輝君は
　「サンタがいるなら、涼香を連れ来てほしい」と話していたそうです。

↑取材日の大崎さん宅。涼香ちゃんが「ただいま」と、今にも帰ってきそうでした。

《特集》　飲酒運転白書   「命」のためにできること

笑顔の涼香ちゃん。踊りやかけっこが大好きな優しい女の子でした。
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平
成
十
七
年
四
月
、
午
後
八
時
半
過
ぎ
、

自
ら
主
催
し
た
関
係
機
関
と
の
宴
会
も
無

事
終
了
し
、
全
員
を
タ
ク
シ
ー
で
送
り
出

し
た
後
、
わ
た
し
も
タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し

ま
し
た
。

　

家
の
前
で
タ
ク
シ
ー
を
降
り
た
の
で
す

が
、
明
日
の
早
朝
出
勤
の
こ
と
を
考
え
、

出
掛
け
る
と
き
に
自
宅
近
く
の
事
務
所
に

停
め
て
あ
っ
た
車
を
取
り
に
行
き
ま
し
た
。

　

宴
席
で
は
日
本
酒
二
合
、
生
ビ
ー
ル
中

ジ
ョ
ッ
キ
二
杯
ほ
ど
飲
ん
で
い
た
の
で
す

が
、
ま
だ
大
丈
夫
、
家
ま
で
は
五
分
ほ
ど

な
の
だ
か
ら
と
自
分
勝
手
に
考
え
、
車
を

運
転
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

家
に
近
付
く
と
、
今
度
は
竣
工
検
査
を

一
週
間
後
に
控
え
た
能
力
増
強
増
築
工
事

の
進
捗
状
況
が
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

　

酒
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
、
家

の
前
を
通
り
過
ぎ
、
工
事
現
場
へ
と
ハ
ン

ド
ル
を
切
り
ま
し
た
。
五
分
ほ
ど
車
を

進
め
る
と
、
飲
酒
と
連
日
の
残
業
の
影

響
か
眠
気
を
強
く
感
じ
「
コ
ト
ン
」
と

い
う
音
で
次
第
に
意
識
が
戻
っ
て
き
ま

し
た
。

　
「
え
、
今
の
音
は
」「
何
か
当
た
っ

た
の
か
」
な
ど
考
え
出
す
と
心
の
中
に

黒
い
影
が
広
が
り
、
な
ぜ
か
恐
ろ
し
く

な
っ
て
音
が
し
た
場
所
へ
戻
れ
ず
、
そ
こ

か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
近
く
の
警
察
署
へ
車

を
走
ら
せ
ま
し
た
。
警
察
署
に
着
く
と
す

で
に
救
急
車
が
出
動
し
て
い
て
、
高
校
三

年
生
の
男
子
が
は
ね
ら
れ
、
重
傷
だ
と
聞

か
さ
れ
、
そ
の
場
で
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
現
場
検
証
で
、
速
度
も

四
十
キ
ロ
制
限
の
県
道
を
六
十
キ
ロ
で
走

行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
が
は
ね
た
被
害
者
は
、
私
の
次

男
の
中
学
時
代
の
野
球
部
の
後
輩
で
、
当

日
も
野
球
の
練
習
を
終
え
、
後
輩
と
一
緒

に
自
転
車
で
帰
宅
中
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
男
の
中
学
時
代
は
、
練
習
試
合
に
塁
審

と
し
て
参
加
し
、
被
害
者
の
両
親
と
は
と

も
に
父
母
の
会
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

逮
捕
さ
れ
た
そ
の
後
、
午
前
三
時
ご
ろ
、

急
性
硬
膜
下
血
腫
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
と

知
ら
さ
れ
、
留
置
場
の
中
で
「
人
を
殺
し

て
し
ま
っ
た
」
と
凍
り
つ
き
ま
し
た
。

　

二
週
間
の
勾
留
期
間
が
終
わ
り
、
保
釈

さ
れ
た
そ
の
足
で
被
害
者
の
家
に
謝
罪
に

行
き
ま
し
た
。

　

被
害
者
の
両
親
の
怒
り
は
想

像
を
絶
す
る
も
の
で
、
子
供
の

た
め
に
生
き
て
い
た
叫
び
は
、

こ
の
身
を
突
き
破
る
も
の
で
し

た
。
当
日
被
害
者
が
着
て
い
た
、

血
で
染
ま
り
、
破
れ
て
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
っ
た
学
生
服
を
叩
き
つ
け
ら
れ「
子

ど
も
を
返
せ
」
と
の
の
し
ら
れ
て
も
答
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
涙
が
流
れ
る
ば

か
り
で
し
た
。

　

翌
日
か
ら
謝
罪
の
た

め
、
自
転
車
で
片
道

四
十
分
ほ
ど
掛
け
て
判

決
の
前
日
ま
で
毎
日
通

い
ま
し
た
。
被
害
者
の

家
に
着
く
と
、
玄
関
脇

の
庭
の
片
隅
で
正
座
し
、
仏
壇
が
あ
る
で

あ
ろ
う
方
向
に
向
か
っ
て
経
本
を
片
手
に

三
十
分
ほ
ど
読
経
し
て
帰
る
の
で
す
。
私

が
通
っ
た
の
は
百
日
を
超
え
ま
し
た
。

　

妻
と
母
は
事
故
直
後
か
ら
毎
日
通
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
母
は
心
労
か
ら
六
月
に

入
院
し
、
七
月
に
は
妻
も
体
調
を
崩
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

九
月
に
下
さ
れ
た
判
決
は
、
危
険
運
転

致
死
罪
及
び
道
路
交
通
法
違
反
で
、
求
刑

六
年
の
と
こ
ろ
懲
役
四
年
で
し
た
。
損

害
賠
償
の
民
事
裁
判
は
、
翌
年
五
月
で

和
解
と
な
り
、
被
害
者
遺
族
へ
は
自
賠

責
よ
り
三
千
万
円
、
上
乗
せ
保
険
よ
り

六
千
六
百
四
十
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
し
た

が
、
人
の
命
と
は
決
し
て
釣
り
合
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
原
刑
務
所
で
の
受
刑
生
活
も
残

す
と
こ
ろ
八
か
月
に
な
り
ま
し
た
。

被
害
者
遺
族
の
心
情
を
考
え
る
と
、

満
期
で
出
所
す
る
こ
と
が
今
の
私
に

で
き
る
唯
一
の
償
い
で
す
。
出
所
し

て
か
ら
の
償
い
は
、
残
り
の
受
刑
生

活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
を
受
け
、
被

害
者
遺
族
に
と
っ
て
も
最
善
の
方
法
を
考

え
る
所
存
で
す
。

　

わ
た
し
が
被
害
者
の
命
を
奪
っ
た
ば
か

り
に
、
被
害
者
や
私
を
取
り
巻
く
大
勢
の

人
た
ち
に
一
生
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
傷

を
負
わ
せ
、
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
わ
た
し
の
本
当
の
償
い
は
、

出
所
し
て
普
通
の
生
活
に
戻
っ
て
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
や
ひ
き
逃
げ
な
ど
が
ま
す
ま

す
厳
罰
化
さ
れ
て
い
る
中
で
、
被
害
者
遺

族
が
悲
痛
な
声
を
上
げ
、
わ
た
し
た
ち
受

刑
者
が
ど
ん
な
に
後
悔
の
言
葉
を
並
べ
て

も
、
聞
こ
う
と
せ
ず
、
同
じ
よ
う
な
過
ち

を
犯
す
人
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
は
、
い

つ
ま
で
も
以
前
の
自
分
を
見
て
い
る
よ
う

で
と
て
も
辛
い
で
す
。

　

Ｍ
・
Ｍ　

団
体
職
員(

47
歳)
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交
通
事
故
を
起
こ
し
て
、
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
た
人
た
ち
が
、
自

分
た
ち
の
起
こ
し
た
事
故
の
様
子
、
当
時
や
今
の
心
境
な
ど
を

綴
っ
た
「
贖

あ
が
な

い
の
日
々
」
と
い
う
手
記
が
あ
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
起
こ
し
た
加
害
者
の
手
記
を
紹
介
し
、
加
害
者
の
心

理
の
変
化
か
ら
飲
酒
運
転
の
原
因
や
様
子
を
探
り
ま
す
。

運
命
の
別
れ
道
、
自
ら
選
択
し
た
そ
の
先
に

　
「『
贖
い
の
日
々
』(

第
44
集)

─
交
通
事
故
は
も

う
た
く
さ
ん
─
」︵
財
団
法
人
東
京
交
通
安
全
協
会

平
成
二
十
一
年
七
月
発
行
︶
よ
り
引
用
し
ま
し
た
。

　

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
は
、
誰
も
が
「
お
酒
を
飲
ん

で
の
運
転
は
重
大
な
犯
罪
だ
」
と
い
う
意
識
を
共
有

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

飲
酒
運
転
の
正
体
は
「
ま
だ
、
大
丈
夫
」
な
ど
と

自
分
勝
手
な
考
え
で
す
。
そ
れ
が
周
囲
の
人
を
巻
き

込
ん
で
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
不
幸
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

ま
だ

大
丈
夫

心
の
中
に

黒
い
影
が
広
が
り

子
供
の
た
め
に

生
き
て
い
た
叫
び
は

こ
の
身
を
突
き
破
る

妻も体調を崩し…

自分勝手な考えが取り返しのつかない事故へつながります。（写真はイメージ）

《
特
集
》　

飲
酒
運
転
白
書   

「
命
」の
た
め
に
で
き
る
こ
と
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ア
ル
コ
ー
ル
は
精
神
作
用
物
質　

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
精
神
医
学
の
世
界
で

は
、
大
麻
や
コ
カ
イ
ン
、
ア
ヘ
ン
な
ど

と
と
も
に
精
神
作
用
物
質
と
い
う
範
囲

に
分
類
さ
れ
、
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

精
神
科
で
問
題
に
な
る
の
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
で
す
が
、
一
般
社
会
で

問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
急
性
中
毒

ア
ル
コ
ー
ル
へ
の
節
度
あ
る
意
識
は
、

次
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す

で
す
。
飲
酒
を
し
て
一
過
性
の
中
毒
に

あ
る
状
態
の
人
が
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、

事
故
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

急
性
中
毒
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
左
図
に

示
し
た
と
お
り
、
そ
の
段
階
が
あ
り
ま

す
。
泥
酔
時
に
運
転
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ

不
可
能
で
す
。
ほ
ろ
酔
い
、
め
い
て
い

状
態
の
時
に
運
転
で
き
る
と
い
う
意
識

で
運
転
し
よ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
そ

の
体
に
は
中
毒
症
状
は
出
て
い
ま
す
。

脳
は
自
覚
症
状
な
く
、
機
能
低
下

　

摂
取
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
量
に
応
じ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
出
ま
す
が
、

自
覚
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら

ず
、全
般
的
に
意
識
の
水
準
が
下
が
り
、

判
断
力
や
認
識
力
、
感
情
や
行
動
の
機

能
、
反
応
に
一
過
性
の
症
状
が
生
じ
て

き
ま
す
。
一
過
性
と
は
時
間
経
過
と
と

も
に
回
復
す
る
し
、
酒
量
に
よ
っ
て
酔

い
の
状
況
は
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
す
る
と
体
に
吸

収
さ
れ
、
血
液
を
通
し
て
、
脳
に
運
ば

れ
ま
す
。

　

脳
は
日
常
生
活
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
中
枢
組
織
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
脳
に
運

ば
れ
る
こ
と
で
、
脳
は
自
覚
が
な
い
ま

ま
、
本
来
の
機
能
が
低
下
し
て
、
支
障

が
生
じ
、
ま
ひ
状
態
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。
そ
れ
で
、
本
人
は
し
っ
か
り

し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
き
ち
ん
と
し

た
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
飲
酒
運
転
が
危
険
か
と
い
う

の
は
、
酔
っ
て
い
る
と
、
普
段
わ
れ
わ

れ
が
見
て
、
感
じ
て
、
判
断
し
て
行
っ

て
い
る
行
動
が
、
自
分
は
ち
ゃ
ん
と
し

て
い
る
と
思
っ
て
も
、
脳
が
本
来
の
能

力
が
発
揮
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
飲
酒
運
転
は
危
険
な

の
で
す
。

　

さ
ら
に
分
か
り
や
す
く
言
う
と
、
普

段
は
理
性
が
わ
れ
わ
れ
の
行
動
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ア
ル

コ
ー
ル
は
そ
の
理
性
の
制
御
を
取
り
除

き
、
働
き
が
低
下
し
ま
す
。

　

す
る
と
ス
ピ
ー
ド
感
に
ス
リ
ル
を
感

じ
る
な
ど
、
人
間
ら
し
さ
か
ら
動
物
的

な
感
覚
で
物
事
が
見
え
ま
す
。
普
段
は

理
性
で
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
こ
と
を
起

こ
し
て
し
ま
い
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
に
続
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
飲
酒

し
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
い
う
行
動
か

ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
人
と
切
れ
な
い
関
係

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、世
界
共
通
の
も
の
。

ビ
ー
ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
日
本
酒
な
ど

世
界
各
国
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
地

域
独
特
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
あ
り
、
そ
れ

を
楽
し
む
文
化
が
あ
り
ま
す
。
飲
酒
運

転
を
考
え
る
時
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
人
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
と
い
う
前
提

で
の
観
点
が
必
要
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
合
理
的
で
知
的
な

考
え
が
求
め
ら
れ
る
こ
の
息
苦
し
い
世

界
で
、
頭
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
と
き
に
必

要
な
息
抜
き
を
援
助
し
て
く
れ
ま
す
。

食
事
と
合
わ
せ
れ
ば
お
い
し
く
食
べ
れ

る
し
、
楽
し
く
過
ご
せ
て
、
人
生
の
喜

び
を
占
め
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

節
度
あ
る
文
化
や
意
識
の
醸
成
を

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
昔
は
貴
重
品
で
し

た
が
、
今
は
誰
で
も
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。そ
れ
は
車
も
同
じ
で
す
。

　

し
か
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
対
し
て
節

度
あ
る
文
化
や
意
識
が
成
熟
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

酒
を
た
く
さ
ん
飲
め
る
の
が
男
だ
と

い
う
古
く
か
ら
培
わ
れ
た
文
化
意
識
が

あ
り
ま
す
。
お
酒
を
体
質
的
に
受
け
入

れ
な
い
人
に
も
無
理
強じ

い
す
る
こ
と
や

お
酒
を
飲
ま
な
い
と
付
き
合
い
が
悪
い

と
い
う
風
潮
が
許
容
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
風
潮
が
許
容
さ
れ
て
い
る
と
い

つ
ま
で
も
ア
ル
コ
ー
ル
に
対
し
て
歯
止

め
が
効
き
ま
せ
ん
。「
こ
の
豊
か
な
時

代
に
ア
ル
コ
ー
ル
と
ど
う
付
き
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
」、「
こ

れ
ま
で
の
考
え
が
今
の
時
代
に
本
当
に

合
う
か
」
と
意
識
を
変
え
、
飲
む
人
も

飲
ま
な
い
人
も
と
も
に
時
代
に
即
し
た

新
し
い
考
え
方
を
創
り
、
共
有
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
大
人
の
や
っ
て
い
る
こ
と

を
見
て
育
ち
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
対

す
る
文
化
や
意
識
は
、
次
世
代
へ
と
受

け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

節
度
あ
る
意
識
を
子
ど
も
た
ち
が
学

び
、
よ
り
良
い
大
人
、
社
会
が
育
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

時
代
に
即
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
へ
の
考
え
方
を

新
た
に
創
り
、
共
有
す
る
こ
と
が
必
要

アルコールが体にどんな作用を及ぼし、なぜ飲酒運転は危険なので

しょう。人間と切っても切れないアルコールと正しく付き合い、飲酒

運転をなくすためには。県立一戸病院関山俊弘先生に医学的見地から

お話を聞きました。

岩手県立一戸病院

関山俊弘第 1 精神科長

県立一戸病院は前身の北陽病院を含めて 12 年目の勤務。「楽しい人生を
生きるにはどうしたら良いか」を考えながら、医療に取り組んでいます。

あらためて考えて見ましょう、

人と車とアルコールの関係を。

時期
( アルコール
血中濃度％ )

酒量の平均的目安 酔いの状況

爽快期
(0.02 ～ 0.05)

日本酒 1 合まで
・陽気になる　　　　　　　・判断力がやや鈍る
・さわやかな気分　　　　　・皮膚が赤くなる

ほろ酔い期
(0.05 ～ 0.10)

1 ～ 2 合まで
・ほろ酔い気分　　　　　　・手の動きが活発
・抑制がとれる　　　　　　・体温上昇／頻脈

めいてい前期
(0.10 ～ 0.15)

3 合
・気が大きくなる　　　　　・怒りっぽくなる
・大声が出なくなる　　　　・立てばふらつく

めいてい期
(0.15 ～ 0.30)

5 合
・千鳥足　　　　　　　　　・呼吸が早くなる
・同じことを何度もしゃべる・嘔気／嘔吐

泥酔期
(0.30 ～ 0.40)

7 合～ 1 升
・言葉も滅裂　　　　　　　・まともに立てない
・意識混濁

昏睡期
(0.40 ～ 0.50)

1 升以上
・呼吸は深く緩徐　　　　　・両便失禁
・揺り動かしても起きない　・死亡

　◎飲酒によるめいてい段階とその目安　　資料提供：関山俊弘先生

《特集》　飲酒運転白書   「命」のためにできること
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◎飲酒運転検挙者状況（過去 10年）　　　　　資料提供：二戸警察署

に
目
を
移
す
と
、
平
成
二
十
年
は
四
件

だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
二
十
一
年
は
八

件
と
倍
増
し
、
五
年
前
と
同
じ
状
況
に

戻
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

量
を
飲
み
、
軽
い
気
持
ち
で
運
転

　

二
戸
管
内
の
飲
酒
運
転
の
特
徴
は
、

昨
年
の
状
況
を
見
る
と
、
飲
食
店
な
ど

で
飲
酒
し
て
検
挙
さ
れ
る
よ
り
は
、
終

日
飲
酒
を
続
け
、
検
挙
さ
れ
る
事
例
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
検
挙
者
の
多
く
は
呼
気
一
㍑

中
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
〇
・
二
五
㎎
／
ℓ

以
上
の
酒
気
帯
び
運
転
が
多
く
、
量
を

多
く
飲
ん
で
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

検
挙
者
は
「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と

思
っ
た
」「
交
通
手
段
が
な
か
っ
た
」

「
ち
ょ
っ
と
買
い
物
に
」
な
ど
と
話
す

こ
と
が
多
く
、
軽
い
気
持
ち
で
ハ
ン
ド

ル
を
握
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

飲
酒
運
転
は
、
反
応
時
間
が
遅
く
な

り
、
動
作
が
緩
慢
に
な
り
、
注
意
力
が

な
く
な
り
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た

り
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
り
す
る
通
常

動
作
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
危
険
を

避
け
る
た
め
の
動
作
が
で
き
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
。
で
す
か
ら
、
衝
突
速
度

が
速
く
、
大
き
な
け
が
に
つ
な
が
り
ま

す
。
車
が
人
を
は
ね
る
場
合
、
三
十
㌔

を
超
え
る
と
致
死
率
は
一
気
に
高
く
な

る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
平
成
二
十
年
の
報
告
に
よ
る

と
酒
気
帯
び
運
転
の
死
亡
事
故
率
は
飲

酒
を
し
な
い
場
合
に
比
べ
て
八
・
二
倍
、

酒
酔
い
運
転
の
死
亡
事
故
率
は
同
じ
く

二
六
・
八
倍
と
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
著
し
く
高
く
な
り
ま
す
。

年
々
厳
し
く
な
る
罰
則
、
行
政
処
分

　
平
成
十
九
年
九
月
に
、
飲
酒
運
転

と
こ
れ
を
助
長
す
る
行
為
に
対
し
て
厳

罰
化
し
た
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ

れ
、
飲
酒
運
転
本
人
に
対
す
る
罰
則
の

厳
罰
化
と
と
も
に
そ
れ
を
助
長
し
た
も

の
に
対
し
て
も
、
新
た
に
罰
則
を
適
用

飲
酒
運
転
が
生
み
出
す
の
は
、
憎
し
み
だ
け
。

も
う
、
加
害
者
も
被
害
者
も
出
し
た
く
な
い
。

順
位 市町村名 検挙

者数
免許
人口

千人当たり
の検挙状況

1 一戸町 4 8,241 0.49
2 九戸村 2 4,140 0.48
2 八幡平市 9 18,930 0.48
4 岩泉町 3 6,442 0.47
5 軽米町 3 6,457 0.46
6 大槌町 4 8,925 0.45
7 滝沢村 12 35,701 0.34
7 洋野町 4 11,935 0.34
9 岩手町 3 9,568 0.31
9 釜石市 7 22,943 0.31

11 金ヶ崎町 3 10,775 0.28
11 大船渡市 7 25,297 0.28
13 一関市 15 75,589 0.20 
14 宮古市 6 32,864 0.18
14 紫波町 4 22,574 0.18
14 藤沢町 1 5,675 0.18
17 盛岡市 32 184,564 0.17
17 久慈市 4 23,329 0.17
17 矢巾町 3 17,968 0.17
20 北上市 10 60,785 0.16
21 奥州市 11 81,944 0.13
22 遠野市 2 18,284 0.11
22 二戸市 2 18,574 0.11
24 山田町 1 10,666 0.09
24 花巻市 6 66,639 0.09

陸前高田市 - 14,735 0
雫石町 - 12,155 0
葛巻町 - 4,425 0
西和賀町 - 4,126 0
平泉町 - 5,548 0
住田町 - 3,808 0
田野畑村 - 2,345 0
普代村 - 1,867 0
川井村 - 1,714 0
野田村 - 3,009 0

計 158 842,541

一
戸
町
は
現
在
、
飲
酒
運
転
検
挙
状
況
で
県
内
ワ
ー
ス
ト
（
悪
い
方
か
ら
）
一
位
。

こ
れ
が
町
の
現
状
で
す
。
岩
手
県
二
戸
警
察
署
交
通
課
長
か
ら
管
内
、
町
の
飲

酒
運
転
の
状
況
や
、
平
成
十
九
年
に
厳
罰
化
し
た
飲
酒
運
転
に
関
す
る
罰
則
、

そ
し
て
飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
強
い
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

平成
12 年

平成
13 年

平成
14 年

平成
15 年

平成
16 年

平成
17 年

平成
18 年

平成
19 年

平成
20 年

平成
21 年

岩手県 2,614 2,559 2,635 1,971 1,769 1,589 1,235 585 482 420
指数 100 97.9 100.8 75.4 67.7 60.8 47.2 22.4 18.4 16.1 
管内 111 85 81 66 60 47 23 19 19 13
指数 100 76.6 73.0 59.5 54.1 42.3 20.7 17.1 17.1 11.7 
一戸町 19 13 9 6 8 12 10 1 6 4
指数 100 68.4 47.4 31.6 42.1 63.2 52.6 5.3 31.6 21.1 

思
わ
し
く
な
い
管
内
、
町
の
状
況

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
検
挙
者
数
は
、
平

成
十
二
年
か
ら
二
十
一
年
ま
で
の
十
年

間
を
見
る
と
岩
手
県
、
二
戸
管
内
と
も

に
徐
々
に
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
戸
町
は
、
平
成
十
九
年
に

大
き
く
減
少
し
た
も
の
の
、
全
体
的
に

県
内
、
管
内
に
比
べ
、
検
挙
者
数
は
高

い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
平
成

二
十
一
年
八
月
か
ら
の
調
べ
で
は
、
残

念
な
が
ら
検
挙
状
況
で
、
県
内
ワ
ー
ス

ト
一
位
と
最
も
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

飲
酒
運
転
に
起
因
す
る
死
亡
事
故

は
、
全
国
的
に
見
る
と
、
平
成
十
年
に

一
、二
六
七
件
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成

二
十
年
に
は
三
〇
五
件
と
な
り
、
十
年

前
の
約
四
分
の
一
以
下
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

二
戸
管
内
で
の
死
亡
事
故
発
生
状
況

◎飲酒運転の市町村別検挙状況
　　　　　　　　　  県生活環境部調べ
　　　　　　（平成 21 年 8 月 1 日～ 12 月 31 日）

※指数とは、平成 12 年を 100 として、その推移を数値で示したものです。

町消防団は昨年 8 月、飲酒運転撲滅
誓約書を二戸警察署に提出しました。
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一
戸
町
は
現
在
、
飲
酒
運
転
検
挙
状
況
で
県
内
ワ
ー
ス
ト
（
悪
い
方
か
ら
）
一
位
。

こ
れ
が
町
の
現
状
で
す
。
岩
手
県
二
戸
警
察
署
交
通
課
長
か
ら
管
内
、
町
の
飲

酒
運
転
の
状
況
や
、
平
成
十
九
年
に
厳
罰
化
し
た
飲
酒
運
転
に
関
す
る
罰
則
、

そ
し
て
飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
強
い
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

《特集》　飲酒運転白書   「命」のためにできること

岩手県二戸警察署

佐々木治交通課長
昨年、交通機動隊二戸分駐隊（一戸町）から二戸警察署に異動。自治体
や学校などに赴き、交通安全に関する講話など積極的に活動を展開する。
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す
る
法
整
備
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
て
、
平
成
二
十
一
年
六
月
に
は
飲

酒
運
転
に
対
す
る
行
政
処
分
が
大
幅
に

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
戸
警
察
署
と
し
て
も
、
今
後
も
講

習
な
ど
の
機
会
に
何
度
も
飲
酒
運
転
根

絶
を
訴
え
て
い
き
ま
す
し
、
管
内
の
実

情
に
あ
っ
た
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

管
内
の
飲
酒
運
転
検
挙
者
は
深
夜
の

検
挙
者
は
少
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

他
の
車
や
人
と
接
す
る
危
険
性
が
高
い

反
面
、
通
報
す
る
環
境
づ
く
り
を
整
え

れ
ば
、
飲
酒
運
転
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
と
も
考
え
ま
す
。

被
害
者
も
加
害
者
も
出
し
た
く
な
い

　

残
念
な
が
ら
、
飲
酒
運
転
を
重
ね
る

本
人
の
意
識
は
と
て
も
低
い
も
の
で

す
。「
飲
酒
運
転
は
絶
対
い
け
な
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
の
は
、
周

囲
の
大
切
な
家
族
か
ら
の
言
葉
で
す
。

　
「
飲
酒
運
転
で
罪
を
犯
す
と
あ
な
た

の
生
活
も
わ
た
し
た
ち
の
生
活
も
成
り

立
た
な
く
な
る
」。
そ
う
い
う
心
か
ら

本
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
飲
酒
運
転

根
絶
へ
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
加
害
者
側
か
ら
見
る
と

ま
ず
免
許
が
な
く
な
り
、
仕
事
が
で
き

な
く
な
り
、
収
入
が
な
く
な
り
、
家
族

崩
壊
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
刑
事

罰
で
刑
務
所
に
服
役
し
、多
額
の
罰
金
、

被
害
者
へ
の
慰
謝
料
。
こ
の
状
況
か
ら

立
ち
直
れ
る
人
は
、そ
う
は
い
ま
せ
ん
。

ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

被
害
者
側
で
は
、
突
然
、
理
不
尽
な

形
で
家
族
を
失
う
こ
と
は
、
想
像
を
絶

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
憎

し
み
し
か
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
悲
し

み
と
衝
撃
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
も
な
か

な
か
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、中
に
は
、

病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

　

裁
判
で
は
、
被
害
者
が
そ
の
非
を
追

及
さ
れ
る
場
面
も
あ
り
、
被
害
者
が
死

亡
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
弁
護
も
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
じ
っ
と
こ
ら
え
る
遺

族
の
思
い
は
、
相
当
の
も
の
。
中
に
は

自
責
の
念
に
か
ら
れ
る
人
も
い
て
、
本

当
に
辛
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
事
故
後
に
遺
族
の
悲
痛
な

声
を
聞
く
こ
と
は
、
何
度
聞
い
て
も
慣

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
務
上
、

泣
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
指
導
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
大
切
な
家
族
を
理
不
尽
な

形
で
失
っ
た
遺
族
の
切
実
な
声
を
聞
く

と
何
度
も
涙
が
出
て
き
ま
す
。

　

加
害
者
の
家
族
か
ら
も
「
今
後
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」「
遺

族
に
ど
う
声
を
掛
け
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

な
る
べ
く
周
囲
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す

が
、
本
当
に
気
の
毒
で
す
。

　

警
察
と
し
て
も
、
地
域
住
民
と
し
て

も
飲
酒
運
転
に
よ
る
被
害
者
も
加
害
者

も
出
し
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　運転者本人に
　対する罰則

種類 改正前 改正後
酒酔い運転 3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金 5 年以下の懲役又は 100 万円以下の罰金
酒気帯び運転 1 年以下の懲役又は 30 万円以下の罰金 3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金
飲酒検知拒否罪 30 万円以下の罰金 3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金

飲酒運転を助
長したものに
対する罰則

種類 運手者が酒酔いの場合 運転者が酒気帯びの場合
車輌の提供 5 年以下の懲役又は 100 万円以下の罰金 3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金
酒類の提供 3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金 2 年以下の懲役又は 30 万円以下の罰金
要求・依頼しての同乗 3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金 2 月以下の懲役又は 30 万円以下の罰金

※「酒酔い」とは、酒に酔った状態（アルコールの影響により正常な運転ができないおそれがある状態）を言います。
※「酒気帯び（0.25 以上）」とは酒気帯び運転のうち、呼気中のアルコール濃度が 0.25㎎ /ℓ以上（血中のアルコール濃度が 0.5㎎ /ml 以上）の場合をいいます。
※「酒気帯び（0.25 未満）」とは、呼気中のアルコール濃度が 0.15㎎ /ℓ以上 0.25㎎ /ℓ未満（血中のアルコール濃度が 0.3㎎ /ml 以上 0.5㎎ /ml 未満）の場合です。

■平成 19 年 9 月 1 日　飲酒運転及びこれを助長する行為に対する罰則を強化しました。

    酒酔い運転をすると　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25 点→ 35 点　免許取消 ( 欠格期間 3 年 )
　酒気帯び運転をすると…呼気中アルコール濃度 0.15㎎ /ℓ以上 0.25㎎ /ℓ未満　      6 点→ 13 点　免許停止 (90 日 )
　酒気帯び運転をすると…呼気中アルコール濃度 0.25㎎ /ℓ以上　　　　　　　　  13 点→ 25 点　免許取消 ( 欠格期間 2 年 )

　◎欠格期間の上限も 5 年から 10 年に引き上げしました
　・酒酔い運転をした場合  2 年→ 3 年　・交通事故を起した場合 ( 死亡事故 )  5 年→ 7 年　・ひき逃げした場合  5 年→ 10 年

　■平成 21 年 6 月 1 日　飲酒運転に対する行政処分が大幅に強化されました。

◉
取
材
を
終
え
て

　

飲
酒
運
転
検
挙
率
が
県
内
市
町
村
で
ワ
ー

ス
ト
一
位
と
い
う
知
ら
せ
に
、広
報
で
も
「
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
強
い

思
い
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
取
り
組
む
ほ
ど

に
、
飲
酒
運
転
で
理
不
尽
に
奪
わ
れ
る
命
に

対
し
、
や
り
場
の
な
い
想
い
が
広
が
り
、
涼

香
ち
ゃ
ん
の
写
真
や
家
族
の
思
い
に
ふ
れ
て

は
、
何
度
も
編
集
す
る
手
が
止
ま
り
ま
し
た
。

　

身
近
に
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
と
車
。「
自
分
は

大
丈
夫
」
と
い
う
身
勝
手
な
思
い
を
重
ね
る

こ
と
で
、
車
は
自
分
で
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
い
凶
器
へ
変
わ
り
、
そ
の
先
に
は
誰
が

い
る
の
か
さ
え
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

礼
子
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
涼
香
ち
ゃ

ん
の
遺
品
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十

年
経
と
う
と
し
て
い
る
今
も
血
で
染
ま
っ
た

衣
服
や
給
食
用
の
は
し
。
当
時
の
校
長
先
生

に
も
お
話
を
聞
き
、「
子
ど
も
の
命
を
守
り
、

育
て
る
教
育
の
場
で
、
わ
た
し
は
二
人
の
子

ど
も
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」

と
何
度
も
表
情
を
ゆ
が
ま
せ
ま
し
た
。
飲
酒

運
転
の
ほ
ん
の
ご
く
一
部
で
す
が
、
あ
り
の

ま
ま
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
で
特
集

の
タ
イ
ト
ル
を
「
白
書
」
と
し
ま
し
た
。

　

飲
酒
運
転
は
、
身
勝
手
な
思
い
で
決
し
て

癒い

え
る
こ
と
な
い
大
き
な
つ
め
跡
を
被
害
者
、

加
害
者
に
か
か
わ
る
た
く
さ
ん
の
人
に
残
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
遺
族
、
関
係
者
の
悲
痛

な
声
が
町
の
皆
さ
ん
に
届
き
、
飲
酒
運
転
ゼ

ロ
へ
の
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
が
あ
る
限
り
、
理
不
尽
な
悲
し

み
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
人
の
命
た
め
に
み
ん
な
で
声
を
挙

げ
、
み
ん
な
で
飲
酒
運
転
を
ゼ
ロ
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

《特集》　飲酒運転白書   「命」のためにできること

き
な
い
凶
器
へ
変
わ
り
、
そ
の
先
に
は
誰
が

い
る
の
か
さ
え
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

礼
子
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
涼
香
ち
ゃ

ん
の
遺
品
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十

年
経
と
う
と
し
て
い
る
今
も
血
で
染
ま
っ
た

衣
服
や
給
食
用
の
は
し
。
当
時
の
校
長
先
生

に
も
お
話
を
聞
き
、「
子
ど
も
の
命
を
守
り
、

育
て
る
教
育
の
場
で
、
わ
た
し
は
二
人
の
子

最
後
に
、
涼
香
ち
ゃ
ん
の
お
兄
さ
ん
佑
輝
さ
ん
が
飲
酒
運
転
事
故
か
ら
七
年
経
っ
た

十
七
歳
の
時
に
涼
香
ち
ゃ
ん
に
捧
げ
る
た
め
に
作
っ
た
詩う
た

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

～
白
鳥
～

平
凡
な
幸
せ
が
僕
ら
を
優
し
く
包
ん
で
い
た
の
に
ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ
う
　

君
は
い
な
く
な
っ
た
　
白
鳥
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
幾
年
過
ぎ
た
ん
だ
ろ
う

君
が
い
た
ら
、
な
ん
て
こ
と
を
ま
た
考
え
る

戻
り
た
い
、
戻
れ
な
い
そ
の
葛
藤
の
中
で
思
っ
た
こ
と
は

君
に
会
い
た
い
　
今
も
君
に
会
い
た
い

あ
の
日
の
君
が
愛
し
い
僕
の
妹
な
ん
だ
　
夢
で
も
い
い
か
ら
た
ま
に
会
い
に
き
て

眠
ろ
う
と
す
る
時
に
ふ
と
浮
か
ん
で
考
え
て
い
た
ら
も
う
朝
に
な
っ
た
り

全
て
変
わ
っ
た
よ
、
も
う
何
も
か
も
。
そ
れ
も
受
け
と
め
た
、
受
け
止
め
た
か
ら

君
に
僕
の
声
が
届
く
な
ら

伝
え
た
い
１
つ
だ
け
　
こ
の
現
実
の
中
で
思
っ
た
こ
と
は

僕
は
幸
せ
な
ん
だ
よ
　
今
も
幸
せ
な
ん
だ
よ

強
が
り
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
ん
だ
　
そ
う
心
配
し
な
い
で

君
の
た
め
な
ん
だ
　
僕
は
死
な
な
い
よ
　
僕
は
死
ね
な
い
よ

声
が
届
く
よ
う
に
と
君
に
宛
て
た
手
紙
書
き
ま
す

あ
の
日
と
同
じ
白
鳥
が
飛
ん
で
い
ま
す
　
翼
に
手
紙
を
し
た
た
め
て

君
に
会
い
た
い
　
今
も
君
に
会
い
た
い

あ
の
日
の
君
が
愛
し
い
僕
の
妹
な
ん
だ
　
夢
で
も
い
い
か
ら
ま
た
会
い
に
き
て

君
の
た
め
な
ん
だ
　
僕
は
死
な
な
い
よ
　
君
の
た
め
に
生
き
よ
う

涼香ちゃんの命が今、伝えること。

「大切な人の命のためにできること」
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開
会
式
で
は
奥
中
山
高
原
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
田
頭
森
治
主
将

が
「
こ
の
す
ば
ら
し
い
大
会
を
準

備
し
て
く
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に

感
謝
の
心
を
持
っ
て
戦
う
こ
と
を

誓
い
ま
す
」と
力
強
く
選
手
宣
誓
。

　

大
会
の
特
長
は
、
地
域
住
民
が

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大
会
を
企
画
、

運
営
す
る
こ
と
。
当
日
は
老
若
男

女
八
十
人
の
地
域
住
民
、
奥
中
山

中
学
校
の
野
球
部
、
バ
ス
ケ
部
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
大
会
を
成
功

さ
せ
よ
う
と
集
結
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
大
会
を
支
え
ま
し
た
。

第
三
回
奥
中
山
高
原
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

二
〇
一
〇
が
奥
中
山
高
原
摺
糠
地

区
特
設
コ
ー
ス
で
二
月
二
十
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
同
大
会
実
行
委

員
会
と
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
奥
中
山
高
原
ク
ラ
ブ
」
が

主
催
し
て
行
い
ま
し
た
。
大
会
に

は
町
内
外
の
小
中
学
生
二
百
九
人

の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
、
八
つ
の

ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、
日
ご
ろ
鍛

え
た
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

子どもたちへの愛情を

地域のつながりで形に

₁ゴール目指して疾走する選手。
₂大会後、子どもたちお待ちかね
の大抽選会。会場には笑顔が広がっ
た。₃表彰式の様子。アットホー
ムな雰囲気で入賞者をたたえた。
₄～�それぞれの立場で白い息を
はき、大会を支える地域の大会運
営スタッフ。₅・₇は地元消防団、
�・�は奥中山中学校ボランティ
アスタッフ。�たくさんの声援を
受けて奮闘する奥中山中学校の選
手たち。�コースの設営は大会 2
週間前から、当日は朝 4 時から入
念に準備が進められた。機械は協
賛企業が提供。（2 月 16 日撮影）

第 3回　奥中山高原

クロスカントリースキー大会 2010

白
銀
の
世
界
で
輝
け

冬
の
申
し
子
た
ち

　

武
田
昇
運
営
委
員
長
は
「
大
会

は
地
域
を
盛
り
上
げ
、
子
ど
も
た

ち
を
応
援
し
よ
う
と
地
権
者
の
協

力
を
い
た
だ
い
て
始
め
た
も
の
。

大
会
二
週
間
前
か
ら
始
ま
る
コ
ー

ス
づ
く
り
、
大
会
前
日
に
は
ス

タ
ッ
フ
が
コ
ー
ス
や
会
場
の
仕
上

げ
を
し
ま
す
。
大
会
は
参
加
者
も

増
え
、
け
が
や
事
故
な
く
無
事
に

終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

ま
で
で
き
る
こ
と
を
地
域
の
誇
り

と
し
、
今
後
も
皆
で
力
を
合
わ
せ

て
続
け
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

競
技
終
了
後
に
は
、
協
賛
す
る

地
元
の
二
十
四
企
業
が
出
し
合
う

記
念
品
が
全
員
に
当
た
る
大
抽
選

会
を
行
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
「
子
ど
も
た
ち
に
楽

し
い
思
い
出
を
何
か
一
つ
で
も
持

ち
帰
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
地
域

の
大
き
な
深
い
愛
情
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。

ようこそ奥中山へ　最高のステージを心を込めて

₁₂

₃

₄₅₆₇� ₈₉�

�

�

�

�

選手宣誓を行う田頭森治
奥中山高原スポ少主将

お話を伺った
武田昇運営委員長

�
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活
躍
す
る
農
林
水
産
業
の
担
い
手

大
き
な
栄
誉
を
新
た
な
励
み
に

柴
田
勉
さ
ん
に
表
彰
状
、
大
畑
フ
ミ
さ
ん
に
感
謝
状

　

平
成
二
十
一
年
度
二
戸
地
方
農
林

水
産
業
振
興
大
会
が
二
月
十
日
、
二

戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
柴
田
勉
さ
ん
が
二
戸
地
方

農
林
水
産
振
興
協
議
会
長
賞
の
意
欲

あ
る
担
い
手
賞
を
、
大
畑
フ
ミ
さ
ん

が
葉
た
ば
こ
部
門
で
二
戸
地
方
振
興

局
長
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

柴
田
勉
さ
ん
は
切
り
花
用

「
り
ん
ど
う
」
の
計
画
拡
大
を

図
り
、
平
成
二
十
一
年
度
の
販

売
額
が
町
の
生
産
者
の
中
で

最
高
位
と
な
る
な
ど
、
中
山
間

地
域
の
水
田
再
編
、
地
域
農
業

の
目
標
的
経
営
に
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
柴
田
さ
ん
は
「
専
業
農

家
と
な
っ
て
わ
ず
か
五
年
で

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、

励
み
に
な
り
ま
す
。
若
い
生
産

者
が
活
躍
で
き
る
よ
う
尽
力

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

大
畑
フ
ミ
さ
ん
は
県
た
ば

こ
耕
作
組
合
代
議
員
な
ど
で

長
年
活
躍
し
、
技
術
普
及
や
品
質
管

理
な
ど
の
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
大
畑
さ
ん
は
「
今
年
の
葉
た
ば

こ
は
、
町
全
体
と
し
て
も
良
い
評
価

を
出
せ
ま
し
た
。
担
い
手
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
生
産
を
維
持

で
き
る
よ
う
指
導
に
力
を
入
れ
た

い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　

効
率
的
な
農
地
利
用
へ
弾
み

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
へ

小
友
地
区
農
用
地
利
用
規
程
認
定
書
が
交
付

　

小
友
地
区
の
農
地
所
有
者

で
組
織
す
る
小
友
地
区
農
用

地
利
用
組
合
︵
内
村
和
則
組

合
長
︶
が
町
か
ら
農
用
地
利
用

改
善
団
体
に
認
証
さ
れ
、
二

月
二
十
二
日
、
役
場
で
認
定

書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
用
地
の
利
用
調
整
や
農

作
業
の
効
率
化
な
ど
が
目
的

で
町
内
で
は
宇
別
農
用
地
利

用
組
合
に
続
き
、
二
つ
目
の

組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

交
付
式
に
は
組
合
の
役
員

四
人
が
出
席
し
、
稲
葉
町
長

が
認
定
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
昨
年
七
月
同

地
区
の
農
用
地
所
有
者
六
十
七
人
で

設
立
。
組
合
規
約
や
利
用
規
程
の
承

認
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
村
組
合
長
は
「
地
域
の
人
と
と

も
に
輪
を
広
げ
、
農
業
だ
け
で
な
く

他
の
分
野
へ
も
効
果
を
波
及
さ
せ
、

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
れ
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が

わ
た
し
た
ち
の
生
き
る
道
だ
と
思
い

ま
す
」と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

写真左から土川澄夫さん、内村組合長、山本隆之さん、東山進市さん

認定書を手に気持ちを新た
にする内村和則組合長

　　　　　　　　　　

な
じ
み
の
顔
が
そ
ろ
い
、
輪
が
で
き
て

み
ん
な
で
楽
し
み
、
み
ん
な
で
喜
ぶ

食
改
と
健
康
福
祉
課
の
共
催
、
宇
別
で
健
康
教
室

㊤お待ちかねの食事。会話も弾みまし
た。㊦昼食後には、心の健康を考える
紙芝居（傾聴ボランティア「ほほえみ
　笑・笑・笑」作成）を行いました。

　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
︵
柿
木

洋
子
会
長
︶
と
健
康
福
祉
課
の
共
催

に
よ
る
健
康
教
室
が
元
宇
別
保
育
所

で
二
月
十
六
日
に
行
わ
れ
、
地
域
か

ら
約
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
参
加
者
は
い
ち
の
へ
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
上
山
智
恵

美
さ
ん
を
講
師
に
体
を
ほ
ぐ
し
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

昼
食
は
地
域
の
食
生
活
改
善
推
進

員
が
腕
に
よ
り
を
か
け
た
ち
ら
し
ず

し
な
ど
。
参
加
者
か
ら
は
「
少
し
早

い
ひ
な
ま
つ
り
だ
ね
」
と
う
れ
し
そ

う
な
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
栄
養
士
か
ら
栄
養
に
つ

い
て
、
保
健
師
か
ら
健
康
や
病
院
の

利
用
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て

の
お
話
を
し
ま
し
た
。

　

西
舘
か
つ
江
食
改
員
は「
毎

年
、
農
閑
期
の
冬
に
教
室
を

企
画
し
て
今
年
で
三
回
目
。

み
ん
な
で
楽
し
め
て
笑
え
る

こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
」
と

満
面
の
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　

「
こ
れ
は
便
利
」

簡
単
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
、
時
間
を
選
ば
な
い

稲
葉
町
長
が
役
場
で
ｅ
─
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用

　

所
得
税
の
確
定
申
告
受
付

が
始
ま
っ
た
二
月
十
六
日
、
稲

葉
暉
町
長
が
役
場
で
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
︵
ｅ

─
Ｔ
ａ
ｘ
︶
を
利
用
し
て
申

告
し
、
手
続
き
の
迅
速
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

稲
葉
町
長
は
、
庁
舎
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
専
用
パ
ソ

コ
ン
で
税
務
町
民
課
の
田
中

由
紀
子
主
任
に
助
言
を
受
け

な
が
ら
、
申
告
書
を
作
成
し
、

五
分
ほ
ど
で
送
信
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

れ
ば
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

も
申
告
が
可
能
。
三
月
十
五
日

ま
で
の
期
限
内
に
申
告
す
る
と
、
所

得
税
額
か
ら
最
高
五
千
円
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。︵
前
に
一
度
控
除

を
受
け
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
︶。

　

山
田
登
二
戸
税
務
署
長
は
「
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
と
て
も
使
い
や
す
く
、

自
動
計
算
機
能
が
搭
載
さ
れ
、
計
算

ミ
ス
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
ど
ん

ど
ん
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

ｅーＴａｘを利用して確定申告をする稲葉町長

ｅーＴａｘをアピールする
山田登二戸税務署長。

表彰状、感謝状を手に喜びの表情の柴田勉さん㊧と大畑フミさん㊨
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■みなさんの地域、職場の楽しい話題、情報をお待ちしています。
　広報担当33-2111（内線 207）までご連絡ください。 まちの話題Town Topics

本との出会い、感動を刻んで

　第 55 回青少年読書感想文コンクール（社団法人全国学
校図書館協議会・毎日新聞社主催、内閣府文部科学省後援）
が行われ、町から東山慧美さん（鳥海中学校 3 年）の作品『走
る─私に教えてくれたこと』と、瀧澤諒くん（一戸小学校 3
年）の作品『見えてきた蚊の秘密』が入選しました。
　東山慧美さんの作品は、同コンクール岩手県大会で最優
秀賞を受賞し、全国コンクールへ出品されました。
　慧美さんは「最初はあまり実感がわきませんでしたが、
今はうれしいです。本を読んでつらいことがあってもでき
ると勇気付けられました。同じく陸上に取り組む立場から
共感できる部分を書きました」と感想を話しました。
　瀧澤諒くんの作品は、同コンクール岩手県大会で岩手県
教育委員会教育長賞を受賞、同じく全国コンクールへと出
品されました。
　諒くんは「賞状をもらい、お母さんも『すごいね』と言っ
てくれて、すごくうれしいです。感想文は、お祭の太鼓練
習に行った時にたくさん蚊に刺されたので、蚊のことを知
りたいと本を読み、書いたもの。本を読むことは、とても
好きで月に 20 冊くらい読んでいます」と賞状を手にうれし
そうに話しました。

第55回青少年感想文全国コンクールにＷ入賞 !!

賞状を手にほほ笑む㊤東山慧美さん（鳥海中 3 年）と㊦瀧澤諒くん（一戸小 3 年）

駅の待合室で出発進行 !!

　二戸地域の鉄道愛好家らで組織するカシオペア地域鉄道
模型研究会（江上博司代表、会員 18 人）は IGR いわて銀河
鉄道一戸駅で鉄道模型ミニ運転会を開き、2 日間で約 170
人が訪れました。
　町を走る IGR いわて銀河鉄道の車両やコンテナ貨物、町
内に国鉄の機関区があった時に在籍していた懐かしの D51
蒸気機関車などの模型を走らせ、「鉄道の町・一戸」の魅力
を発信しました。
　二戸市から訪れた矢田匠くん（7 歳）「模型が走るのが速
くてびっくりしました。電車は見るのも乗るのも大好きで
昨日も来たんですよ」と大喜びで模型に見入りました。

カシオペア地域鉄道模型研究会がミニ運転会

試運転会には老若男女が訪れ、思い思いに模型が走るのを楽しみました。

笑顔は国境を越えて

　町国際交流協会（下田和夫会長）は旧正月を祝う会を 2
月 14 日に町民文化センターで行い、およそ 60 人が参加し
ました。これは町に住む外国の方とともに旧正月を祝うこ
とで国際交流の和を広げることを目的としたものです。
　中国やベトナム、日本など国際色豊かに彩られた会場に
は、同じくそれぞれの郷土料理が並びました。３カ国の代
表者がそれぞれの言葉で乾杯の発声をし、参加者は会話と
食事を楽しみながら、親交を深めました。
　ベトナムから来町して 3 年目というビックさんは「一戸
町は寒いけど、優しい人が多くて楽しいです」と旧正月を
楽しんでいるようでした。

みんなの楽しみ。国際交流協会の旧正月を祝う会

国際色豊かな乾杯で、参加者の表情はみんな笑顔でした。

今年も大漁御礼です

　上馬淵川漁業協同組合は、大志田ダムの菜魚湖で奥中山
高原ワカサギの試し釣りを 2 月 4 ～ 14 日の 11 日間行いま
した。これは 4 年前に岩洞湖の協力を得てワカサギを放流
したものを、個体数や釣果などを調査するために期間と時
間、区域を限定して１人 500 円の協力金をいただいて、実
施したものです。試し釣りを行った 11 日間で来場者は東北
各県から 7,023 人でした。
　2 月 12 日、滝沢村から家族とともに訪れた原田徹さんは

「大自然の中でのんびりとしながら、釣りを楽しむのはとて
も良いリフレッシュになります。来年もまた来たいと思い
ます」とうれしそうな笑顔で話しました。

恒例の奥中山高原菜魚湖のわかさぎ試し釣り

ワカサギを釣り上げた原田さん。「ちょっと、小さかったかな」と苦笑い。

志を胸に、思いを言葉に込めて。

　鳥海地区振興会（東山智会長）と同地区公民館（春日川
寛治館長）は 2 月 14 日、「大志を抱く会」を開き、鳥海中
学校（吉田覚校長、生徒 28 人）の 2 年生 7 人が将来に向け
た誓いを立てました。
　この会には保護者や地域住民たち約 35 人が参加。東山会
長が「15 歳は人生を考える大切な時、この機会に自分の将
来を考え、夢や希望を発表してほしい」とあいさつをしま
した。
　生徒たちは 1 人ずつ目指す生き方を記した色紙を手に力
強く発表し、出席者は生徒一人ひとりに大きな拍手を送り
ました。発表後は元鳥海小学校長の折舘一男さんが「大人
になること」と題して講演し、未来へ進む生徒たちへ激励
のメッセージを送りました。
　発表を終えた柴田恭輔さんは「今日は緊張しましたが、
仲間もいて心強く、一歩大人になれたかなと思いました。
このような場を作っていただいた皆さんに感謝しています。
大人になるまで、そして、それからもたくさん輝きたいと
いう思いを込め『輝』と色紙に記しました。その思いのた
めには自分から積極的に挑戦をしていきたいです」と目を
輝かせて話しました。

鳥海地区で中学生が「大志を抱く会」

自分の志を地域の皆さんに発表する男子生徒。

㊧女子生徒の発表。㊨学校歯科医の小野寺満先生も生徒にエールを贈りました。
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患
者
さ
ん
の
気
持
ち
の
中
に
自
分
の
存
在
を
感
じ
、

感
謝
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
︒

先月号の当選者は、伊藤舞さん（岩舘馬場平）、高間木美智子さん（平
糠高間木）、土川孝子さん（高善寺蒼前久保）。おめでとうございます。

～一戸町共通商品券～（1,000 円分）３人にプレゼント！

◎
広
報
ク
イ
ズ
で
す
。

▼
問
題　

今
号
の
特
集
で
取

り
上
げ
た
皆
さ
ん
で
声
を
挙

げ
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

問
題
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

「
○
○
運
転
」

　
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
校
名
・

学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
０
２
８
l
５
３
１
１　
　

　

一
戸
町
高
善
寺
字
大
川
鉢

24　
l
９
広
報
ク
イ
ズ
係
ま
で
。

（
三
月
三
十
一
日
締
切
り
）

※
余
白
に
町
政
へ
提
言
な
ど

　
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い

　4 月に 1 歳を迎える赤ちゃんの写真を募集 !! ご希望の方は 3 月 26 日までに広報までご連絡願います

れ
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

自
分
も
そ
う
あ
り
た
い
と
進
ん

だ
看
護
師
の
道
。「
精
神
科
の
た

め
、
患
者
さ
ん
の
症
状
は
、
は
っ

き
り
と
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
の
中
に

自
分
の
存
在
を
感
じ
、
感
謝
の
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
」
と
充
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
の
身
近

　
「
一
戸
は
の
ど
か
な
町
で
人
も

優
し
く
気
持
ち
が
和
み
ま
す
」
と

一
戸
町
の
印
象
を
語
る
佐
藤
充
さ

ん
は
社
会
人
一
年
生
、
一
戸
病
院

精
神
科
病
棟
の
看
護
師
だ
。

　
「
わ
た
し
は
病
気
が
ち
で
小
学

四
年
の
時
に
入
院
し
ま
し
た
。
両

親
は
共
働
き
で
忙
し
い
中
、
担
当

の
看
護
師
が
と
て
も
気
遣
っ
て
く

佐
藤　

充
さ
ん     

　（ 

さ
と
う
・
み
つ
る
）

県
立
一
戸
病
院
勤
務　

22
歳

な
存
在
と
し
て
悩
み
や
不
安
に
耳

を
傾
け
、
寄
り
添
っ
て
い
け
る
よ

う
な
看
護
を
目
指
し
て
い
く
。

　

夜
勤
な
ど
に
体
が
ま
だ
慣
れ
な

い
た
め
、
休
日
は
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

　

今
日
の
勤
務
は
夜
勤
。「
今
日

も
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
充
さ
ん
。

患
者
さ
ん
が
待
っ
て
い
る
。

Q
タ
イ
プ
は
？
｜
笑
顔
が

　
　
　
　
　
　
　
す
て
き
な
人

一
月
短
歌
・
俳
句
会

一
戸
町
文
化
協
会
俳
句
部
会

会
場　

小
鳥
谷
地
区
公
民
館

■鳥海小学校　スキー教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者　児童（1 ～ 6 年）50 人　保護者 40 人

町
の
文
芸

★
一
等
星

広報クイズ

短　

歌

俳　

句

※中央の模様は、柴田外男広報編集委員（中山大塚）がデザインしました

一歳にな たよ
っ

♪ ♪
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れ
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眼
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初
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り
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城
址
厚
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柴
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ぞ
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寒
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如
き
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逝
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柴
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サ
ヨ
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の
列
大
志
田
ダ
ム
湖
へ
降
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に
け
り　
　
　
　

岡
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湖
草

残
照
や
冬
枯
れ
の
木
々
晒
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出
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健
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一
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る

せ
り
初
日
記　
　
　
　
　
　
　

仁
昌
寺　

洋
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逆
ら
は
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流
れ
に
浮
寝
鳥　
　
　
　
　
　
　

根
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与
之

キ
ラ
キ
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）

イ
ル
ア
ー
ト
し
成
人
す　
　
　
　

中
舘　

木
実

嬉
し
み
て
葉
付
き
の
密
柑
買
ひ
に
け
り　
　
　
　

高
木　

満
里

臥
す
友
に
追
伸
な
が
き
年
賀
状　
　
　
　
　
　
　

中
村　

ち
よ

夢
に
の
み
逢
え
る
夫
や
風
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ゆ
る　
　
　
　
　
　

岩
渕　

良
子

◎今回が初参加、千葉新也校長先生に感想をお聞きしました。
　児童も保護者の皆さんもみんな楽しそうで、とても良い思い出になっ
たと思います。わたしは初参加ですが、子どもたちのスキーの上達の早
さにはびっくり。このスキー教室は PTA 行事としても組まれていて、児

童へのスキー指導のほかにも、スキーをしない保護者の方には昼食の準
備をしていただくなど、本当に皆さんの献身的な協力のおかげで教室が
できていることを実感しました。皆さん、本当にありがとうございました。

がんばっています、小学校スポーツ活動

駒木 想
そう

ちゃん
（中山上家向）

平成 20 年 11 月 15 日生まれ

お父さん　徹也さん
お母さん　笑里さん

お父さん、お母さんから一言

明るく元気に育ってね♥

川村 桃
もも

花
か

ちゃん
（高善寺大川鉢）

平成 21 年 2月 23 日生まれ

お父さん　昭博さん
お母さん　明子さん
お父さん、お母さんから一言

明るく元気に育ってね♥

田頭 翔
しょうた

太ちゃん
（小鳥谷小性堂）

平成 21 年 2 月 24 日生まれ

お父さん　茂美さん
お母さん　留美さん

お父さん、お母さんから一言

たくさん食べて大きくなってね♥

宮本 彩
あい

里
り

ちゃん
（中山上家向）

平成 20 年 12 月 19 日生まれ

お父さん　隆太さん
お母さん　沙織さん
お父さん、お母さんから一言

笑顔が大好きです♥

一歳
にな たよ

っ
♪ ♪
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図書館の活動を紹介します
●出前図書館
　出前図書館とは、図書館から出向い
て「ブックトーク ･ 講座 ･ 学校図書館
環境整備等」を行う事業です。
　2 月 4 日には軽米町立図書館で「図書
資料修理」の講師を務めました。
　今回の対象は、図書館ボランティア、学校・保育関係者が
中心で、皆さんとても真剣に取り組んでいました。

●ブックトーク
　2 月 5 日、一戸町立鳥越小学校で「ブ
ックトーク」を行いました。
　ブックトークとは、「本の紹介」です。
テーマに沿った本を選び紹介し、読書へ
の興味を喚起し、幅を広げることを目的
としています。今年度（2 月現在）は、町内外の学校で 20 件
行いました。これからも図書館では、読書推進活動のお手伝
いをしていきます。

３月のイベント

・おはなし会　　　　　　　　　3 月 13 日㈯　10：30 ～　
　対象：幼児から小学生
・とことこおはなし会　　　        3 月 16 日㈫　11：00 ～
　対象：3 ～ 5 歳児
・としょかん映画会　         　　   3 月 27 日㈯　11：00 ～
   対象：幼児から小学生　　 「おれたちともだち」約 26 分

図書館だより

31-1400　休館日 3 月 15・29 日　4 月 5・12 日　開館時間　火～金 10:00 ～ 19:00 ＊ 3 月 23 日㈫は 10:00 ～ 17:00　土日祝 9:00 ～ 18:00

Books

読んでみて　無限の楽しさ　胸いっぱい（平成 20 年度読書推進標語奨励賞作品）

『神去なあなあ日常』　三浦 しをん／著

徳間書店／刊、 2009 年

　高校卒業と同時に三重県の山村に放り込
まれた平野勇気 19 歳。林業の現場に生き
る人々の 1 年間のドラマと勇気の成長が描
かれた小説です。

『この世でいちばん大事な「カネ」の話』　西原 理恵子／著

理論社／刊、 2008 年

　一人暮らしや社会人になって、自分で管
理するお金。本書では、作者自身の幼少時
から親になっての「カネ」にまつわる実体
験が書かれています。

今日は読書びより ●成人・卒業を迎え、新たな一歩を踏
　　　　　　　　　　　み出す方へおすすめの本をご紹介。

総合保健福祉センターだより

32-3700　保健係・福祉係・児童係

地域包括支援センターだより

32-3700　内線 603・612・616　地域包括支援センター

Sopport

Health

　近年、自殺による死亡が全国的に増加しています。日本では毎年 3 万人以上

が自殺し、世界でも高い自殺率となっています。１人の自殺は、周囲の 5 ～ 6

人に深刻な心理的影響を与えるといわれており、大変な社会問題となっています。
＜こころの相談窓口紹介＞　～こんな時は気軽に相談しましょう。～

①「前のようにうまく働けない」「眠れない」「自分はいない方がいいと思う」「疲

　れがとれない、体調が悪い」➡このような状態が半年以上続いているとき。

②同僚や身近な人の様子が以前と違い、日常生活に支障が出てきているとき。
　・一戸町総合保健福祉センター　☎ 32-3700　・二戸保健所　☎ 23-9206
　・県立一戸病院　☎ 33-3101　・こころの健康相談統一ダイアル　☎ 0570-064556
　・お金の悩みホットライン　☎ 0120-979-874

＜各家族会などの紹介＞　～同じような体験・思いを分かち合う～
　・一戸町精神障がい者家族会　☎ 32-3700　・家族介護者交流会　☎ 32-3700
　・こころサロン二戸（自死遺族交流会）　☎ 23-9206
　・りんどうの会（自死遺族の会）　☎ 019-629-9617 代）
　※詳細は保健福祉センターへお問い合わせください。

＜二戸地区傾聴ボランティア「ほほえみ　笑・笑・笑」活動＞

　岩手県は全国でも自殺率の高い県で、中でも二戸地区は県内で最も高い地区

です。そのような中、耳を傾ける、心を込めて聴くことで孤独を感じさせない、

明るい地域づくりを目指して活動しています。皆さん、遊びに来てください。
・定期活動：野田坂お休み処…1・11・21 日（市日に合わせ）10:00 ～ 12:00
・開始予定：高齢者創作館…4 月から第３木曜日　13:00 ～

こころの健康

～こんにちは、一戸町地域包括支援センターです～

≪市民セミナー「この町で、安心して、ずぅっと、暮らしたい」　》

３月の図書館展示企画

　　　　　　●「心機一転」
　　　　　　●こどもの本の特集は「戦争（東京大空襲）」

運動公園だより

33-4444 年中無休（年末年始は除く） 　開園時間 9：00 ～ 21：00

Sports
もうすぐ春ですね♪　はじめましょう！続けましょう！　運動・スポーツのある暮らし

【種目別体育協会】（18協会）

●軟式野球協会（☎ 31-1065 ／久保）
●卓球協会（☎ 33-2111 ／昆）
●バレーボール協会（☎ 33-2111 ／猪股）
●バスケットボール協会（☎ 33-2111 ／稲葉）
●柔道協会（☎ 33-2111 ／常前）
●剣道協会（☎ 33-2111 ／篠畑）
●弓道協会（☎ 32-3700 ／米田）
●陸上協会（☎ 33-4444 ／西舘）
●スキー協会（☎ 35-3425 ／西舘）
●山岳協会（☎ 33-2111 ／和多田）
●クレー射撃協会（☎ 33-3193 ／柴田）
●ライフル射撃協会（☎ 33-4123 ／阿部）
●ソフトテニス協会（☎ 33-2111 ／東澤）
●ゲートボール協会（☎ 33-3667 ／一守）
●ターゲットバードゴルフ協会（☎ 33-3286 ／高畑）
●ペタンク協会（☎ 35-2024 ／永田）
●硬式テニス協会（☎ 33-2111 ／佐藤）
●ゴルフ協会（☎ 33-2733 ／相馬）
○一戸町体育協会事務局（☎ 33-4444 ／西舘）

【単位スポーツ少年団】（10団体）

●一戸剣道スポーツ少年団（☎ 32-3151 ／松舘）
●一戸町柔道スポーツ少年団（☎ 33-2111 ／常前）
●奥中山高原スポーツ少年団（☎ 35-2148 ／大欠）
●一戸野球スポーツ少年団（☎ 33-2686 ／小森）
●小鳥谷五月館剣道スポーツ少年団（☎ 34-2088 ／仁昌寺）
●一戸スキースポーツ少年団（☎ 33-3028 ／柴田）
●一戸町卓球スポーツ少年団（☎ 33-2111 ／昆）
●一戸南スキースポーツ少年団（☎ 33-3071 ／鈴木）
●一戸町ソフトテニススポーツ少年団（☎ 33-4160 ／松尾）
●一戸町バレーボールスポーツ少年団（☎ 33-2155 ／西野）
○一戸町スポーツ少年団本部事務局（☎ 33-4444 ／外岡）

【総合型地域スポーツクラブ】

●奥中山高原クラブ
　（☎ 33-4444 ／中嶋）
●いちのへサンビレッヂクラブ
　（☎ 33-4444 ／西舘）

　心身の両面で豊かな暮らしをするためにも、それぞれのラ
イフスタイルに合った運動習慣が重要であることは、多くの
方がご存じであると思います。しかし「分かっているけどな
かなかできない」というのが現状のようです。
　今回は、そのような方のために、町の体育協会、スポーツ

少年団、総合型地域スポーツクラブを紹介しますので、運動
やスポーツをこれからはじめたい人・継続したい人、各種大
会や交流会に参加してみたい人、健康づくりや仲間づくりを
したい人は、下記までお気軽にお問い合わせください。
　記載は「団体名（事務局連絡先／担当者名）」となります。

　住民の方を対象とした市民セミナーが下記のとおり開催

されます。「権利擁護」や「成年後見制度」などは、聞き

なれない言葉ではないでしょうか。

　高齢になっても、障がいがあっても、『安心』した生活

をできるようにさまざまな制度があります。今回のセミ

ナーで、講演や演劇を通して、制度を少しでも身近なもの

に感じていただければと思いますのでご参加ください。

　セミナーの内容などについてご不明な点がある時は、お

気軽に地域包括支援センターまで（☎ 32-3700）お問い

合わせください。

■日時：３月 19 日㈮　13：30 ～ 16：30

■場所：二戸市民文化会館　中ホール

　　　　（二戸市石切所狼穴１－１　☎ 0195-23-7111）

■内容：☆講演「認知症になった波平 Part ２～契約社会と成年後見～」
　　　　　講師：NPO 法人東濃成年後見センター　理事長　渡辺哲雄氏

　　　　☆演劇で知る成年後見制度
　　　　　演題「大好きな町で暮らしたい～友蔵さんの一日～」

　　　　　劇団　友蔵と仲間たち（一戸町地域包括支援センタースタッフ）

　　　　☆報告「成年後見に関するニーズ調査結果」
　　　　　報告者　カシオペア権利擁護等事業推進委員会

■対象者：一般住民、福祉関係団体職員、その他権利擁護に関心のある方

■参加費：無料

▶ラジオ番組のご紹介　
　市民セミナーの内容などについて
の番組が放送されます。
■カシオペア FM（77.9 ＭＨｚ）
■３/12.15.16.17.18　15:15 ～ 15:30

・渡辺哲雄氏

 

■保健カレンダー

・2歳 6カ月児歯科健診

   3 月 25 日㈭　 13:00 ～　保セン
・乳児・1歳児健診

   4 月 6 日㈫　    13:00 ～　保セン
・1歳 6カ月児歯科健診

    4 月 13日 ㈫　 9:15 ～　保セン
・ポリオ予防接種

   4 月 7・14 日㈬　 13:00 ～保セン

・メタボ・ヘルスアップ教室開催中！
　対象者には、連絡がいきます。
　一度の参加でもよろしいですか
　ら、ご自分の健康のためにも、　
　ぜひ参加してください。
・こころの悩み事相談：必要によ
　り専門医が相談に応じますので
　ご連絡ください。　
・助産師による妊婦・産婦・新生
　児の家庭訪問と栄養士による栄
　養相談・家庭訪問を行っていま
　す。
詳しくは保健係（32-3700）まで
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「子どもの安全対策について」
○悪質化する手口
　平成 21 年中に岩手県警察に寄せられた、子どもに対
する声かけ事案の情報は 132 件で、そのうち 74 件（56％）
が小学児童を対象としたものでした。
　声かけ事案の多くは、下校時間帯の通学路で発生して
おり、主な態様は、
　⑴車に乗せようとする。
　⑵写真撮影する。
　⑶つきまとう。
　⑷無理やり手を引く。
　などで凶悪事件に発展する
　可能性もあります。

○不審者情報を知ろう
　岩手県警察のウェブページでは、パソコンや携帯電話
からアクセスすることによって、県内で発生した声かけ
事案の情報を確認することができます。
◆パソコンからは検索サイトから「岩手県警察」でア　 
　クセスできます。

■岩手県警察ホームページhttp://www.pref.iwate.jp/~hp0802/

33-3059　一戸交番

◆携帯電話からは下の QR コードでアクセスできます。

　　　　　　　　　　　　（携帯電話バーコードリーダ
　　　　　　　　　　　　　ーで読み取ってください）

○地域の子どもは地域で守ろう
　保護者の皆さんは普段から子どもに対して、声かけ事
案に遭遇した場合の対処方法を教えておきましょう。特
に春から一人で行動することが多くなる新入学児童をお
持ちの親御さんは必ず教えましょう。
　地域の皆さんは近所の子どもに気を配り、見守り活動
を行いましょう。日常のウォーキングを登下校の時間帯
に行うのもひとつの方法です。
　不審な者や車、不審な様子を見かけたときは、すぐに
警察に通報しましょう。一刻も早い通報が、行為者発見
への近道となり、厳重注意、再発防止につながります。
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国産材を大切に

御所野縄文博物館だより

32-2652

生活環境だより

33-2111　内線 225　水環境課　生活環境係

Life

History

　

　2 月 22 日、奥州街道が国史跡に指定されました。

　指定箇所は、広報12月号でお知らせしたとおり、街道跡（7区間、

延長 8.86㌔）と浪打峠、川底、旧中山、御堂・馬羽松の 4 つの

一里塚となります。

　奥州街道は、日本を代表する近世街道の一つです。国道４号と

名を変えた今も、地域間の交流や物資の流通を支える交通路とし

て利用されています。

　街道の大部分は、自動車の大量輸送に対応するため、舗装や拡

幅といった改良を受けてきましたが、一戸町には、大きく手を加

えられないままの路線が残されています。

　奥州街道の指定は、今までに須賀川一里塚（福島県）、小金井

一里塚（栃木県）が指定されているだけであり、今回のように街

道そのものが指定されるのは、奥州街道としては初めてのことに

なります。

　町で作成している奥州街道のパンフレットは 3 月末に発行し、

各駅などに配置します。この機会に街道歩きを楽しんではいかが

でしょうか。　

町に9件目の国指定文化財　

国史跡　奥州街道が誕生 !!

　　　　考えましょう　　　　　のこと

　一戸町内から出るごみの量は 4,177㌧（平成 20 年度）。

そのうち、各家庭から出されるごみは、3,095㌧です。その

ごみ処理経費は町が負担金として二戸地区広域行政事務組

合に支払っています。

　その額69,175千円。これにごみを収集する経費を足すと、

町民 1 人あたり約 7,500 円の負担となっています。

　ごみ処理経費はごみの量の割合で支払いますので、ごみ

の量を減らすことは処理費用を減らすこと。

　これからは、循環の町、ごみゼロを目指す町として、ご

み減量にご協力をお願いします。

～取り組みいろいろ、ごみのこと～
☆子ども会で、町内会で、資源の回収してみませんか？

・ビン集め ➡ 酒類販売店で換金でき、町からの補助金を

　　　　　　  受けられます。

・雑誌・新聞紙集め ➡ リサイクル業者に引き取ってもら

　　　　　　　　　　  い、重さに応じて町からの補助金

　　　　　　　　　　  が受けられます。

☆生ごみの自家処理に取り組んでみませんか？
・生ごみ処理機 　　　 ➡ 町から半額の補助があります。

・生ごみコンポスター ➡ 町衛生班連合会を通じて購入す  

　　　　　　　　　　　  ると安価で購入できます。

☆もっとごみのこと知ってみませんか？
・ごみに関して困った、分別について聞きたい
　 ➡ 職員を派遣し、出前講座を実施します。

◀町で作成するパンフレット　
パンフレットでは、4 つのコースを提案しています。

←手動生ごみ処理機
　一戸南小学校では、給食の
残飯を土に還す取り組みを
行っています。

一戸交番だより

町　　勢
スケッチ

一戸町長
稲葉　暉
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お知らせ
ひろば１

問＝問合せ、申込み先

　町では、特定健診の実施義務がある
40 歳～ 74 歳までの町国民健康保険加
入者で下記に該当する方に対し、費用
の一部を助成します。
■対象要件　
　毎年度 4 月 1 日時点で町国民健康保
険に加入し、特定健診に相当する健康
診断を病院などで独自に受診された方
( 町実施の集団検診や農協の人間ドッ
ク受診者は除く )。特定健診の基本項
目を検査していれば、「相当する健康
診断を受診した」とみなします。
■特定健診の基本項目
　①既往歴調査②自覚症状及び他覚症
　状の有無③身長・体重・腹囲・ＢＭ
　Ｉ測定④血圧の測定⑤肝機能検査⑥
　血中脂質検査⑦血糖検査⑧尿検査
■申請方法
　上記項目の結果が分かる検診結果票と
費用の領収書をお持ちの上、総合保健福
祉センター窓口までお越しください。
問健康福祉課　保健係　
　　　　　　　  32-3700　内線 610

特定健診の個別受診にかかる
費用の助成について

　個人から財産をもらったときは贈与
税、土地、家屋、株式などの資産を譲
渡し利益が発生したときには所得税の
申告が必要となります。
　これらを申告するための申告書など
の用紙は、税務署の窓口に備付けてお
りますが、ご自宅や事務所のパソコン
でインターネットをご利用であれば、
国税庁ホームページの「申告・納税手
続」の「確定申告等情報」から申告書
用紙を印刷することができます。
　そのほか、国税庁ホームページの「確
定申告等作成コーナー」では、画面の
案内に沿って金額などを入力すること
により、贈与税または所得税の申告書
が自動計算で作成でき、印刷すればそ
のまま税務署に提出することができま
す。
　所得税のデータは、電子申告 (e-Tax)
送信用のデータとして利用することが
できますので、ぜひご利用ください。
問二戸税務署　23-2701

税務署からのお知らせ

　町では、乳幼児、妊産婦、重度心身
障害者、母子家庭、寡婦医療費助成事
業を行っています。
　例年ですと更新申請書を提出してい
ただいておりますが、今年度からは、
更新手続きを自動で行うことになりま
したので、申請書の提出は不要となり
ます。更新内容に確認が必要とされる
一部の方につきましては、こちらから
更新申請書を送付しますので、提出を
お願いします。
問税務町民課　国保係
　　　　　　　　  33-2111 内線 116

医療費助成の更新について

　人事院では、国家公務員採用Ⅰ種試
験及びⅡ種試験 ( 大学卒業程度 ) を実
施します。

【Ⅰ種試験】
　インターネットによる受付期間は 4
月 1 日～ 3 日まで、郵送による受付期
間は 4 月 1 日～ 8 日まで ( 受付最終日
の通信日付印有効 ) で、第 1 次試験は
5 月 2 日に行います。

【Ⅱ種試験】
　インターネットによる受付期間は 4
月 10 日～ 14 日まで、郵送による受付
期間は 4 月 12 日～ 21 日まで ( 受付最
終日の通信日付印有効 ) で、第 1 次試
験は 6 月 20 日に行います。
　なお、申込用紙の請求や受験資格な
どの詳しい内容については、人事院ホー
ムページまたは下記にお問い合わせく
ださい。
問人事院東北事務局　第二課　試験係
022-221-2022　HP　http://www.jinji.
go.jp./saiyo/saiyo.htm

国家公務員採用試験のお知らせ

　仙台国税局では、税務のスペシャリ
ストとして活躍するバイタリティーあ
ふれる税務職員を募集しています。
　仙台国税局に採用されると、税務大
学校で研修を受けた後、仙台国税局管
内 ( 東北 6 県 ) の税務署に配置されます。
■受験資格
1　昭和 56 年 4 月 2 日から
　平成元年 4 月 1 日生まれの者
2　平成元年 4 月 2 日以降生まれの者
　で次に掲げるもの
(1) 大学を卒業した者及び平成 23 年 3
　月までに大学を卒業する見込みの者
(2) 人事院が (1) に掲げる者と同等の資
　格があると認める者
■受験申込受付期間
　4 月 1 日㈭～ 14 日㈬まで
■受験申込書の請求
　　最寄りの税務署、仙台国税局人事
　第二課または人事院東北事務局
問仙台国税局人事第二課　試験研修係
　022-263-1111　内線 3236

国家公務員「国税専門官採用試験」
(大学卒業程度 )のお知らせ

　国民健康保険（国保）の資格に異動があるときには、14 日以内に届出が必要です。
手続きは役場税務町民課または各支所で行ってください。

　県内在住の就農希望者を対象に、農
業の知識や野菜の栽培方法などの研修
を行います。
■募集期間　3 月 8 日㈪～ 4 月 5 日㈪
■日程　　5 月 8 日㈯～ 10 月 23 日㈯
　毎週土曜日 13：00 ～ 15：30 開講
■経費　10,000 円 ( 教材費、損害保険料 )
■申込方法　官製はがきまたは FAX に

【必要事項】住所、氏名、年齢、性別、
職業、連絡先 ( 電話、FAX）、農業体験
の有無、就農希望の有無、農地の有無
( 面積 ) を記入し、下記まで送付くだ
さい。県 HP からも申し込みできます。
問〒 029-4501　胆沢郡金ケ崎町六原   
　蟹子沢 14　県立農業大学校
0197-43-2211　FAX 0197-43-31

いわて農業入門塾受講生募集

　地域で介護予防に取り組む「町内
会」などを健康福祉課と二戸地区広
域行政事務組合が連携して応援し
ます。
　内容は下記のとおりです。詳細は
お問い合わせください。
■支援対象活動

・介護予防のための健康、生きがい
　づくり活動

・介護予防のための知識や技術など
　を習得するための講座等の開催

・介護予防に関する地域住民の意識
　の啓発を図るための座談会など
　の開催

・その他、介護予防に資する活動
■支援内容

・補償対象経費の 10 分の 8 以内で
　上限を 3 万円とし、予算の範囲
　内で補助します。

・活動スタッフや講師の調整など
■支援対象者　
　介護予防活動に取り組む町内会、
　自治会など
■補助期間　
　申請が認められた日から　　　
　平成 23 年 3 月 31 日まで
■申込期間　第 1 次申込
　3 月 15 日～ 4 月 23 日まで
問健康福祉課　福祉係
　　　　　　32-3700　内線 606

町内会で取り組む介護予防
活動を支援します。

　協会けんぽ ( 全国健康保険協会 ) の
健康保険料率は、平成 22 年 4 月に納
付する保険料から改定されます。岩手
県では 9.32％となります。
　協会けんぽは今年度、医療費増加な
どにより 6,000 億の赤字が見込まれ、
国は補助金増額の対策を取る予定です
が、財源には限りがあります。
　今後は医療費支出を適正化し、加入
者の皆様の健康増進や疾病予防を一層
推進していきますので、保険料負担増
加へのご理解につきまして、よろしく
お願いします。
問協会けんぽ岩手支部019-604-9009

協会けんぽ (全国健康保険協
会 )の保険料率改定について

国民健康保険（国保）の加入・変更手続きについて

　問税務町民課　33-2111 内線 115　

手続きが必要なとき 届出に必要なもの

国
保
に
入
る
と
き

他の市町村から転入してきたとき 転出証明書、印鑑

他の健康保険をやめたとき 健康保険をやめた証明書、印鑑

子供が生まれたとき 保険証、母子健康手帳、印鑑

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村へ転出するとき 保険証、印鑑

他の健康保険に加入したとき
国保の保険証、新たに加入した保険
証、印鑑

国保加入者が死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印鑑

生活保護を受けたとき 保険証、保護開始決定通知書、印鑑

そ
の
他

住所・世帯主・氏名が変わったとき 保険証、印鑑

保険証を紛失したとき
身分を証明するもの（免許証、旧保
険証等）、印鑑

退職者医療制度に該当したとき 保険証、年金証書、印鑑

就学のため子供が他の市町村に住所を
定めたとき

保険証、在学証明書、印鑑

　　　　
　　　　

事故（1 月分）

　人身事故　3 件（前月 4 件）

　　　死者　0 人（前月 1 人）

　　　傷者　4 人（前月 3 人）

　物損事故 31 件（前月 24 件）

犯罪（1 月分）

　刑法犯総数 3 件（前月 2 件）

　　うち侵入窃盗　　　0 件

　　うち乗物盗　　　　0 件

　　うち非侵入窃盗　　2 件

火災・救急（2 月分）

　火災　　　1 件　（前月   1 件）

　救急　　 48 件　（前月 47 件）

急患（県立一戸病院　1 月分）

　時間内      18件　（前月　18件）

　時間外  284 件（前月 266 件）

ごみ（2 月分）

　排出量　237㌧　（前月 280㌧）

　町民 1 人 1 日　428㌘（165㌘）

人の動き（1 月分：前月比）

　人　口     14,794 人（ － 27 人）

　　男　        7,130 人（－ 12 人）

　　女　        7,664 人 （－ 15 人）

　世帯数 　5,817 世帯（－ 3 世帯）

　転　入              13 人 （  13 人）

　転　出              18 人 （  18 人）

　死　亡              24 人 （  24 人）

転入・転出・死亡は 1 月からの累計

�数字で見る一戸町
Ichinohe

町の " 今 " を数字で見ます

宇別で 2 月 16 日に行われた健康教室の様子。
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町民割引券について

　奥中山高原ではまちの皆さんが

温泉を利用しやすいよう、右の割

引券を発行します。

　点線で切り取り、入浴時にフロ

ントに提出すれば右記の料金にな

りますので、ぜひご利用ください。

　14 日㈰   奥中山地区子ども雪合戦大会

    　　　　  奥中山小学校
　　              10：00 ～ 12：00

　16 日㈫　とことこお話会

    　　　　  町立図書館
　　             11：00 ～ 12：00

　19 日㈮　オパール大学

    　　　　  奥中山高原温泉
　　             10：00 ～ 12：00

　23 日㈫　春休み特別開館日

    　　　　  町立図書館
　　            10：00 ～ 17：00

　27日㈯　としょかん映画会

　　　　コミュニティセンター
    　　　　 11：00 ～ 11：30

　1日㈭　総合運動公園オープン

　　　　　総合運動公園
　　　　　  9：00 ～ 21：00

  5日㈪　特定検診開始

　※場所は後ほどお知らせします
　　　　　  9：00 ～

３月

４月

朝朱の湯大浴場

i ショップホームページ　http://waza.town.ichinohe.iwate.jp/

※携帯電話で左のバーコードを読み取るか、上記の URL からご覧ください

♨奥中山高原温泉

町民割引券（H22.4.30 まで有効）

　この券で朝朱けの湯・煌星の湯の日帰り
入浴（貸しタオル、ヨーグルトなし）、ス
キーのリフト 1 日券のどちらか一方を下記
金額でご利用できます。本券 1 枚につき 1
人有効。
　　　 　　　  ◇煌星の湯　 ◇朝朱の湯

おとな　  600 → 500 円 　500 → 400 円
こども  　300 → 250 円 　250 → 200 円    
◇スキーリフト1日券 
おとな　3,000 → 2,100 円 
こども　2,000 → 1,400 円 

戸籍だより （1 月届出分）

★保育施設開放★

鳥海保育所　　　　　 32-2220       

小鳥谷保育所    　   　34-2524

奥中山保育所      　 　35-2319

は 4 月 13 日 ( 火 ) 9：30 ～ 12：00

◎子育てサークルのびのび

                        （32-3770）は、

平日の月・水・金　  9:30 ～ 14:30

※場所は、旧総合保健福祉センター

■日時　3 月 23 日㈫、4 月 13 日㈫
　　　   10：00 ～ 15：00
■場所  二戸市役所   ※ 1 日 10 人まで
■予約受付　二戸市　生活環境課
問二戸市生活環境課　23-3111
　　岩手弁護士会019-623-5005

二戸地区無料法律相談

　3 月 15 日㈪　  水洗化相談
　　　　　　　　13：00 ～ 15：00
　　　19 日㈮　 骨年齢測定
　　　　　　　　 10：00 ～ 12：00
　　　23 日㈫　 心の悩み事相談
　　　　　　　　13：00 ～ 17：00
　　　25 日㈭　 心配事相談
　　　　　　　　13：00 ～ 16：00
問まちの健康相談室　33-4535

まちの健康相談室からお知らせ

■日時　4 月 8 日㈭   13:00 ～ 15:00
■場所　二戸市総合福祉センター
　出張相談にも対応します。事前に下
記まで連絡をしてください。
問二戸・久慈地域産業保健センター　
　　　　　　　　　　　23-4466

働く人の心とからだの
医師による無料相談

■休日当番歯科医　▼診察時間 9:00 ～ 12:00 ■休日急患当番医▼診察時間9:00～ 17:00

月日 医療機関 地区 電話 医療機関 地区 電話
3 月 14 日 関歯科医院 二戸 38-2937 小原内科医院 二戸 23-3410

21 日 こしみず歯科
クリニック 一戸 33-4618 二戸クリニック 二戸 25-5770

22 日 曽根歯科医院 二戸 27-3108 すがわら消化器内科 二戸 23-2879
28 日 窪島歯科医院 二戸 23-2425 金田一診療所 二戸 27-2205

4 月 4 日 三澤歯科医院 二戸 23-2445 むらかみ医院
いたみのクリニック 軽米 48-1500

11 日 小野寺歯科医院 一戸 33-3050 よこもり眼科クリニック 二戸 22-2230

♨奥中山高原温泉

町民割引券（H22.4.30 まで有効）

　この券で朝朱けの湯・煌星の湯の日帰り
入浴（貸しタオル、ヨーグルトなし）、ス
キーのリフト 1 日券のどちらか一方を下記
金額でご利用できます。本券 1 枚につき 1
人有効。
　　　 　　　  ◇煌星の湯　 ◇朝朱の湯

おとな　  600 → 500 円 　500 → 400 円
こども  　300 → 250 円 　250 → 200 円    
◇スキーリフト1日券 
おとな　3,000 → 2,100 円 
こども　2,000 → 1,400 円 

まちの
お知らせ
ひろば２ 

i はいちのへの
      頭文字です

お知らせ Infomationお知らせ Infomation

[問]＝問合せ、申込み先

☆お誕生おめでとう

　名　前　   保護者　   住　所
久保　真

ま

大
ひろ

　淳　　中山上家向
柴田　武

たけ

瑠
る

　浩　　鳥越川原田平
沼台　結

ゆ

菜
な

　俊覚　女鹿大久保
遠山みくる　和成　小鳥谷中屋敷
戸来　壮

そう

佑
すけ

　正樹　奥中山西田子
工藤　柚

ゆず

葉
は

　政勝　姉帯名子根
鈴木　珠

じゅ

莉
り

彩
あ

　洋一　鳥越滝ノ沢
戸部　祐

ゆう

貴
き

　定美　面岸一本木
草木　快

かい

人
と

　正信　女鹿草木
猪股　夢

ゆめ

叶
か

　成介　小鳥谷野中
野中　雄

ゆう

翔
と

　信幸　小鳥谷穴久保

■ごめい福をお祈りします

    名　前　        住　所　     年齢
中村　金次郎　岩舘馬場平　　81
上女鹿　弘義　西法寺諏訪野　48
土川　恵四郎　小友半在家　　49
深持　節子　　楢山深持　　　64
上山　敬助　　中山軽井沢　　80
田村　幸也　　一戸向町　　　42
釜石　ヒサ　　中山家向　　　80
小休　善治郎　小鳥谷上里　　89
柴田　喜太郎　一戸大越田　　83
西舘　ナツ　　宇別中村　　　86
中嶌　サメ　　宇別中村　　　84
芦ヶ沢サヨ　小鳥谷上女鹿沢　95
東　ヨシ　　　中里中里　　　83
小沼　キワ　　面岸松長根　　92
小舘　タマ　　楢山小木田　　93
朴舘　のぶ　　小鳥谷中屋敷　84
舘　清蔵　　　月舘舘　　　　79
工藤　栄作　　姉帯侍村　　　81
坂戸　敏男　　小友後反　　　66
柏木　勝祐　　小鳥谷中屋敷　85
瀧澤　奈緒美　奥中山西田子　40
東野　一　　　楢山双畑　　　82
※広報への掲載を希望しない方は、届出

　の際に戸籍係にお申し出ください。

相談 Consult

■日時　 3 月 24 日㈬ 
　　　　10：00 ～ 15：00
■場所　二戸地方振興局 1 階
　　　　消費生活相談室
■対応弁護士　岩手弁護士会所属
問二戸地方振興局　 23-9201
※前日までに電話で予約してください

多重債務者弁護士無料相談

　下表のとおり３月 22 日 ( 月 : 春分の日振替休日 ) に町内中心部の燃えるごみ限
定の早朝収集を実施しますので、ご協力お願いいたします。
　なお、この３月連休期間のクリーンセンターの稼動日は以下のとおりです。
　直接ごみを搬入する際の参考にしてください。

3/ 22 ㈪
振替休日

燃えるごみ限定早朝収集
※資源ごみは集めません
朝 6：30 までに出してください

一戸、高善寺、西法寺区域
( 浪打、鳥海方面は集めません )

【クリーンセンター】　8:45 ～ 14:00

３月連休期間中のごみ収集について　問水環境課　33-2111 内線 225

　町では木造住宅の耐震診断を希望さ
れる方に耐震診断士を派遣する事業を
行っています。
■対象住宅　昭和 56 年 5 月以前に建
　築された木造住宅で以後改築等を　
　行っていないもの。
■診断費用　個人負担は 3,000 円
■応募戸数　5 戸
　詳しい応募要件及び申し込みは下記
までお問い合わせください。
問地域整備課　建築技術係
　　　　　　　  33-2111　内線 282

木造住宅耐震診断士派遣事業

　家族や仲間で野菜や花づくりにチャ
レンジしてみませんか。総合運動公園
隣接地の町民農園の利用者を募集して
います。
■所在地　一戸町西法寺字大平地内
　　　　　（総合運動公園に隣接）
■使用料　１区画（約 40㎡）あたり　
　　　　　年間 3,000 円
■設備など　水道、管理舎、貸出用の
　簡単な農具も備えてあります。
■利用できる方　
　満 20 歳以上の個人、または満 20 歳
　以上の方を代表者とするグループ
■申し込み方法　所定の使用許可申請
　書にご記入の上、産業課へ提出して
　ください。申請用紙は電話で産業課
　へご請求ください。
■申込期限　平成 22 年４月 16 日（金）
■申し込み先　産業課　農業振興係　
　　　　　　　33-2111　内線 255

　家族や仲間で野菜や花づくりにチャ

町民農園・サンビレッジガーデン
利用者の募集について

　東北新幹線 ( 八戸・新青森間 ) 開業
に向け試験運行や設置の点検のため、
新幹線の深夜運転が行なわれますので、
ご理解ください。
■試験期間　4 月 13 日㈫～ 9 月 2 日㈭
　　　　　　概ね 30 日程度
■運転時間　0：00 ～ 5：00
■運転本数　1 ～ 3 本程度／日
問 JR 東日本　盛岡支社　企画室
　新幹線完成検査 PT　019-625-4019

新幹線夜間走行の実施について

　県土地家屋調査士会二戸久慈支部で
は、4 月 1 日「表示登記の日」を記念して、
下記のとおり無料相談を行います。
■日時　4 月 1 日㈭　10:00 ～ 15:00
■会場　二戸シビックセンター
■相談内容　土地の分筆・合筆・地目
　変更・地積更正登記・建物の新築・
　増築・滅失登記・土地・境界問題など
問県土地家屋調査士会
　　　　　二戸久慈支部　46-2027

土地家屋についての無料相談

　交通事故のご相談に、専門の相談員
が無料で応じます。
■相談日　月～金曜日　9:00 ～ 17:00
　　　　　( 土・日・祝を除く )　
※来訪される場合、事前に下記までご
　連絡ください。
問㈳日本損害保険協会　盛岡自動車保
険請求相談センター　019-651-4495
盛岡市中央通 2-2-5 住友生命盛岡ビル 10 階
※バスをご利用の際は、中央通 2 丁目
　で下車してください。

交通事故無料相談

　下記の項目に該当される方は、加入
申請を行ってください。

・主食用米に 10a 当り 1 万 5 千円の交
付←米戸別所得補償モデル事業

・水田を活用した作物への支援←水田
利活用自給率向上事業
■手続期間　4 月 1 日～ 6 月 30 日まで
問岩手農政事務所農政推進課
　　　　　　　　　　 019-624-1125
　地域第四課 ( 二戸 )　23-3125　
　二戸統計・情報センター23-2221
　役場産業課　33-2111　内線 254

新たな対策、戸別所得補償
モデル対策が始まりました

今
月
の
一
枚

奥
中
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